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一
、

は
じ
め
に

数
理
的
研
究
と
そ
れ
に
関
連
し
た
研
究
の
動
き
を
概
観し
て
み
たい 。
こ
れ

ま
で
の
こ
の
分
野
の
流
れ
は 、
コ
ン
ピュ
ー

タ
利
用
と
い
う
観
点か
ら
大
き
く

三
つ
に
分
げ
るこ
と
が
で
き
る 。

第一
期

大
型
計
算
機
導
入
以
前

第二
期

大
型
計
算
機の
全
盛
期

数理的研究

一
九
六
0
年
代
半
ば
以
前

一
九
六
0
年
代
半ば
1

一
九
八
0
年
代
半ば

第三
期

パ
ソ
コ
ン
の
全
盛
期

一
九
八
0
年
代
半ば
1

現
在

コ
ン
ピュ
ー

タ
を
使
う
研
究が
数
理
的
研
究
だ
と
誤
解
し
て
い
る
向
き
も
あ

る
が 、
コ
ン
ピュ
ー

タ
を
使
う
か
ど
う
か
は
数
理
的
研
究
の
本
質
的
な
問
題
で

は
な
い 。
た
だコ
ン
ピュ
ー

タ
が
あ
れ
ば
便
利
だ
とい
う
だ
け
の
こ
と
で 、
数

理
的
研
究
は
コ
ン
ピュ
ー

タ
が
利
用
さ
れ
る
以
前
か
ら
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

た 。
ち
な
み
に
計
量
国
語
学
会
が
結
成さ
れ
た
の
は一
九
五
七
年
で
あ
り 、
そ

れ
以
前か
ら
数
理
的
研
究
は
行
わ
れ
て
い
る 。

第二
期と
第三
期の
大
型
計
算
機
とパ
ソ
コ
ン
の 、
そ
れ
ぞ
れ
の
普
及
の
仕

方
に
は
似
た
よ
う
なパ
タ
ー
ン
が
あ
る 。
ど
ち
ら
も
初
期の
段
階(なお 、
パ
ソ

コ
ン
の
登
場は一
九八
0
年
代初頭)
で
は
利
用
で
き
る
ソ
フ
ト
ウェ
ア
が
ほ
と

伊

藤

雅

光

ん
ど
な
い
た
め 、
利
用
者は
自
分で
プロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
(
当
時
の
パ
ソ
コ
ン
雑
誌
の
記
事
の
主
流
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
方
法
で
あ

っ
た
が 、
現
在
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
関
す
る
記
事
は
ほ
と
ん
ど
見
か
け
な
い) 。
そ
の

た
め 、
コ
ン
ピュ
ー

タ
を
利
用
で
き
る
研
究
者はコ
ン
ピュ
ー

タ
と
の「
相
性」

が
い
い 、
ほ
ん
の一
握
り
の
者
だ
け
で
あっ
た 。
そ
の
問 、
使つ
て
は
み
た
が 、

結
局
使
え
ず
に
挫
折
し
て
い
っ
た
研
究
者
の
な
ん
と
多かっ
た
こ
と
か
(
当
時

の
パ
ソ
コ
ン
は
漢
字
も
使
え
な
か
っ
た
の
で 、
ワ
ー

プ
ロ
の
ソ
フ
ト
さ
え
な
か
っ
た) 。

し
か
し 、
大
型
計
算
機
の
登
場か
ら
十
年 、
パ
ソ
コ
ン
の
登
場か
ら
五 、
六
年

も
たつ
と 、
か
な
り
使い
勝
手の
よい
ソ
フ
ト
ウェ
ア
が
揃
う
よ
う
に
な
り 、

誰で
も
容
易に
使
え
る
よ
う
に
なっ
た
た
め 、
利
用
者も
急
激に
増
え
て
い
く

こ
と
に
な
る 。

た
だ
し 、
大
型
計
算
機の
場
合は
ソ
フ
ト
ウェ
ア
が
揃っ
た
時
期で
も 、
大

型
計
算
機
自
体
を
持っ
て
い
る
教
育・
研
究
機関が
か
な
り
限
ら
れ
る
た
め 、

そ
の
利
用
者の
伸
び
に
は
限
界が
あっ
た 。
結
局 、
一
部の
恵
ま
れ
た
環
境に

い
る
研
究
者だ
け
の
独
占
物
で
あ
り 、
コ
ン
ピュ
ー

タ
を
使わ
な
け
れ
ば
で
き

ない
よ
う
な
研
究
方
法(
例えば 、
多変量
解析など)
も
独
占さ
れ
た
状
況
に
あ

っ
た 。
こ
の
状
況
を
打
開し
た
のが 、
パ
ソコ
ン
で
あ
る 。
現
在 、
ほ
と
ん
ど

の
研
究
者
は
な
ん
ら
か
の
形
でパ
ソ
コ
ン
が
使
え
る
環
境
に
い
る
は
ず
で
あ
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る 。
つ
ま
り 、
やっ
と
すべ
て
の
研
究
者が
同じ
土
俵に
の
ぼ
るこ
と
が
で
き

た
の
で
あ
る 。
現
在は
ま
さに
そ
の
よ
う
な
時
期に
あ
たっ
てい
る 。

「
日
本
語
学」
に
は「
わ
た
し
のパ
ソコ
ン
言
語
学」
とい
う
連
載が
あ
り 、

こ
れ
を
読む
と 、
多
く
の
日
本
語
研
究
者がパ
ソコ
ン
を
ど
の
よ
う
に
研
究に

役
立
て
てい
る
か
が
分か
り 、
参
考に
な
る 。
そこ
で一
九
九一
年九
月
号の

第一
回か
ら一
九
九三
年
二一
月
号
の
第二
八
固ま
で
の
も
の
を 、
分
野・
目

的
別に
整
理
す
る
とつ
ぎ
の
よ
う
に
な
る 。

言
語
地
図

4

自
然
言
語処
理

2

デ
l

タ
作成

4

印
刷

2

音
声・
音
韻

3

文
章

1

語
象

3

コ
ン
ピュ
ー

タ
利
用一
般

1

文
法

3

コ
ン
ピュ
ー

タ
教
育一
般

1

デ
ー

タ
整
理

3

こ
の
表か
ら 、
ほ
と
ん
ど
すべ
て
の
分
野でパ
ソコ
ン
が
利
用
さ
れ
てい
る

こ
と
が
わ
か
る 。
執
筆
者
の
多
くは
市
販
の
ア
プ
リ
ケ
ーショ
ン
ソ
フ
ト

の
応

用
の
仕
方
を
紹
介
し
て
お
り 、
そ
の
ア
イ
デ
ア
が
今
後のパ
ソコ
ン
利
用人
口

の
増
加
を
加
速
し
てい
くも
の
と
予
想さ
れ
る 。

上
記
で
も
す
で
に
明
ら
か
な
と
お
り 、
今
期
の
傾
向と
し
て
は 、
ま
ず
日
本

語
研
究へ
のパ
ソ
コ
ン
導入
が 、
ま
す
ま
す
盛
ん
に
なっ
て
き
てい
るこ
と
が

あ
げ
ら
れ
る 。
そ
れ
か
ら
利
用す
る
デ
l

タ
の
種
類
も
多
様
化し
て
き
て
お
り 、

マ
ル
チ
メ
ディ
アへ
の
指
向が一
部で
起こっ
てい
る 。
ま
た 、
少し
さ
び
し

い
傾
向で
あ
る
が 、
数理
的
研
究と
自
然
言
語
処
理
研
究が
低迷し
てい
る
と

い
うこ
と
も
指
摘で
き
る 。

以
下 、
つ
ぎ
の
順
序で
今
期の
展
望
を
述べ
てい
くこ
と
に
す
る 。

一

日
本
語の
研
究(理論・
計量)

二
電
子
化
資
料
を
め
ぐ
る
動
き

三
自
然
言
語処
理(基礎的研究・
応用的研究)

こ
れ
ら三
分
野は
い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
結
果
を
相E
に
利
用し
あっ

てい
る
関
係に
あ
る
の
で 、
こ
の
展望で
は
数理
的
研
究だ
け
を
取上
げ
る
と

い
うこ
と
は
し
な
かっ
た 。

な
お 、
略
号
の
意
味は
つ
ぎ
の
と
お
りで
あ
る 。
『
応雲一口5』
↓『

応
用
言
語

学講
座
5
コ
ン
ピュ
ー

タと
言
語」
(明治書院 、
白・7) 、
『
計
国』
↓『

計

量
国
語
学」 、
『
日
論」
I
↓『日

本
語
論
究1
言
語
学と
そ
の
周辺」
(
和泉

書院 、
犯・6) 、
「
日
論」
2
↓『
日
本
語
論
究2
古
典
日
本
語と
辞
書』
(和

泉書院 、
ω-m) 、
『
文
言』
↓『

文
化
言
語
学
そ
の
提
言と
建
設」(三
省堂 、

回・
日) 、
『
論
文
誌」
↓

『
情
報処
理
学会
論
文
誌」
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二 、

日
本
語
の
研
究
(
理
論
・

計
量)

数理
的
研
究が
低迷し
てい
る 。
こ
れは
今
期に
限っ
たこ
と
で
は
な
く 、

か
な
り
前か
ら
続い
てい
る
状
況で
あ
る 。
そ
の
理
由と
し
て
は 、
つ
ぎ
のこ

と
が
考え
ら
れ
る 。
付
少ない
研
究
者と
独
学の
難し
さ 。
数理
的
研
究
を
大

学で
教え
ら
れ
る
日
本
語の
研
究
者が
少ない
た
め 、
そ
れ
を
修め
た
学生
の

絶
対
数
も
少
な
く 、
な
か
な
か
研
究
者の
増
加へ
とつ
ながっ
てい
か
ない 。

独
学す
る
に
し
て
も 、
文
科
系
の
学生が
不
得
意
と
す
る
数
学を
相
手に
し
な

け
れ
ば
な
ら
ない
の
で 、
ほ
と
ん
ど
が
挫
折す
る 。
同こ
の
分
野に
対す
る
偏

見 。
ど
うい
う
偏
見か
とい
う
と 、
数
理
的
研
究は
特
殊な
分
野で
あっ
て 、

普
通
の
言
語
研
究
者に
とっ
て
は
近づ
きが
たい
分
野で
あ
る 、
とい
う
偏
見

で
あ
る 。
こ
れに
は
理
由が
ない
わ
けで
は
ない 。
前に
も
述べ
たが 、
い
ま

の
よ
う
にパ
ソコ
ン
が
普
及す
る
以
前は 、
大
型
計
算
機を
使用で
き
る
環
境

にい
た
研
究
者が 、
ほぽ
独
占し
てい
た
よ
う
な
分
野で
あ
り 、
そ
の
他の
研



究
者は
計
算
機に
興
味が
あっ
て
も 、
近づ
くこ
と
さ
え
で
き
な
かっ
た
の
で

あ
る 。
こ
の
状
態が二
十
年
以
上
も
続け
ば 、
こ
の
よ
う
な
偏
見
や
固
定
観
念

が
生
ま
れ
で
も
不
思
議は
ない 。

そ
れ
で
は
こ
の
分
野が
こ
の
ま
ま
消
滅す
る
か
とい
うと 、
そ
うい
うこ
と

は
ない
と
思
う 。
い
ま
は
誰で
もパ
ソコ
ン
を
気
軽
に
使
え
る
よ
う
に
なっ
た

時
代で
あ
り 、

研
究
者が
い
ろい
ろ
な
面でパ
ソコ
ン
を
言
語
研
究に
活用し

てい
るこ
と
は 、
さ
き
の
「パ
ソコ
ン一言
語
学」
の
調査
か
ら
伺え
る
と
こ
ろ

で
あ
る 。
い
ま
は
ワ
ープロ
と
し
て
だ
けパ
ソコ
ン
を
使っ
てい
る
研
究
者で

も
慣
れ
る
に
し
た
が
っ
て 、
他
の
使い
方に
興
味が
移っ
てい
くこ
と
は
当
然

予
想さ
れ
る 。
何
よ
り
も
計
量
的
な
研
究に
は 、
パ
ソコ
ン
は
絶
大な
力
を
も

っ
てい
る
の
で
あ
る 。
パ
ソコ
ン
が
い
ま
以
上
に
積
極
的に
活用
さ
れ
て 、
統

計
学の
知
識を
持つ
こ
と
が
日
本
語
研
究
者
の
常
識と
なっ
た
と
き 、
数理
的

研
究は
次
の
黄金
期
を
む
か
え
る
の
で
は
ない
だ
ろ
う
か 。

二
・

一

統
計
的
手
法

多
変
量
解
析
を
言
語
分
析に
使
うこ
と
は 、
も
う
珍
し
くな
くなっ
てい
る

が 、
多
変
量
解
析そ
の
も
の
は
現
在で
も
理
論
的
発
展
を
続け
てい
る 。
そ
の

最近
の
発
展
動
向をつ
か
む
う
えで 、
参
考に
な
る
連
載が
「
数理
科
学』
に

あっ
た 。
「
多
変
量
解
析の
最近
の
動
向
一
1

七」(幻・
11mm・
5)
で
あ

る 。

数理的研究

ま
た 、
主
成
分
分
析
法は 、
多
変
量
デ
1

タ
を
分
析
す
る
基
本
的
な
方
法で

あ
るが 、
そ
れ
を一
般
化
す
る
場
合 、
多
種
多
様な
ア
プロ
ー

チが
可
能で
あ

る 。
そ
の
九
種
類
の
手
法を
展
望
し
てい
る
の
が 、
斎
藤
莞
幸
「
主
成
分
分
析

法
と
そ
の一
般
化」
(「数理
科学』
幻・
1)

で
あ
る 。

ニ
・

二

文
字
・

表
記
(
計
量)

文
字・
表記
の
計
量
的
研
究は 、
単
位
認
定
の
問
題が
皆
無に
近
く 、
コ
ン

ピュ
ー

タに
よ
る
処
理
が
もっ
と
もし
や
すい
分
野な
の
だ
が 、
近
年は
あ
ま

り
活
発で
は
ない 。
こ
の
傾
向は
さき
に
あ
げ
た「パ
ソコ
ン
言
語
学」
の
調

査
に
も
反
映
し
て
お
り 、
文
字・
表
記
を
扱っ
た
も
の
は一
つ
もない 。
もと

も
と
文
字・
表
記よ
り
も 、
語
集や
文
法に
興
味を
示
す
研
究
者が
多い
こ
と

は
事
実
だ
が 、
そ
れ
だ
けで
は
説
明が
つ
か
ない
傾
向で
あ
る 。

石
井
久
雄「
現
代
短
歌の
仮
名
遣ひ」
(「計国』
凶18)
は一
九
九二
年
現
在

の
代表
的
歌人
六
三
O
名に
よ
る 、一
年
間に
お
け
る
代表
的
短
歌三 、一
五
O

種
につ
い
て 、
仮
名
遣い
が
ど
う
なっ
てい
る
か
を
調
査
し
た
結
果 、
歌人
の

3
/4
が
旧
仮
名
遣い
に
よ
り 、
-

/4
が
新
仮
名
遣い
に
よっ
てい
る乙
と

を
明
ら
か
に
し
た 。

武
田
明
子「
科
学
技
術
日
本
語テ
キス
ト
に
お
け
る
基
本
漢
字の
分
析」(『計

国』
u'2)
は 、
大
学院レ
ベ
ル
の
理工
系
留
学生(非漢字圏出身)
が
専
門

書
を
読む
た
め
に 、
最
低
必
要と
さ
れ
る
基
本
漢
字につ
い
て
の
分
析と
考
察

と
を
行っ
た
も
の
で
あ
る 。

二
・

三

意
味
(
理
論)

ジョ
ン・
パ
lワ

イズ 、
ジョ
ン・
ペ
リ
l

「
状
況と
態
度」
(土屋俊・
鈴

木浩之・
白井
秀俊・
片桐恭弘・
向井国昭訳 、
産
業図書 、
犯-
m)
が
刊
行
さ

れ
た 。
原
著

ョω一
E
丘一Oロ
自己
〉
E
E門凶
2 ..

 2
z
g
弓
HM円巾n-HSω)
は
状

況
意
味論・
状
況
理
論
の
原
点と
なっ
た
本で
あ
る 。
同理
論は一
九
八
0
年

代に
人
工
知
能
の
分
野で
注目
さ
れ
てい
たが 、「あ
ま
り
に
活
発に
理
論
の
あ

い
つ
ぐ
改
訂を
続け
た
た
め
に
そ
の
成
果が
容
易に
外
部に
は
知
ら
れ
ない
こ

と
で
有
名で
あ
り 、

状
況
意
味
論・
状
況理
論
の
研
究が
あ
た
か
も
密
教の
よ
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う
に
思
わ
れ
た
時
期
も
あっ
た」(訳者あとがき)
と
あ
る
よ
う
に 、
有
名な
わ

り
に
は
そ
の
理
論
の
全
容
を
把
握し
てい
た
人
は 、
ご
く一

部
の
人々
に
限
ら

れ
てい
た
の
で
は
ない
だ
ろ
う
か 。
郡
司
隆
男「
自
然
言
語
の
文
法理
論』
(産

業図
書 、
W-
U)
の
参
考
文
献
欄に
は 、
同
訳
書
の
「
近
刊」
が
予
告
さ
れ
て

い
た
の
で 、
そ
の
刊
行
を
待
ち
望
ん
でい
た
の
は 、
本
展
望
の
筆
者ば
か
り
で

は
な
かっ
た
は
ずで
あ
る 。
今
回
の
刊行は
遅き
に
失
し
た
感は
否
め
ない
が 、

難
解な
原
著
を
分か
り
ゃ
すい
日
本
語で
読
め
る
よ
う
に
し
て
く
れ
た
訳
者
の

労
を
ね
ぎ
らい
たい 。
な
お 、
そ
の
後
の
同
理
論につ
い
て
触
れ
た
本と
し
て

は 、
白
井
賢一
郎
『
自
然
言
語の
意
味
論
||モンタギューから「状況」

への展開」

(
産業図書 、
引・
4)

が
あ
る 。

ニ
・

四

語
集
(
理
論)

今
期は
古
語を
対
象に
し
た 、
単
位
と
語棄に
関す
る
田
島
敏
堂
の一
連
の

論
文が
注
目
さ
れ
る 。「
語
実詳細
的
諮
の
単
位
試
論
|意味単位と分類単位」(「日

論』
2) 、
「
語
会
論
的
語の
単
位
||意味的単位と分類単位と」
(『
文言』) 、
「
語
業

指
標
||盟開業の
数量的側面と
語業研究へ
の
視点」
(『
日
本
語
研
究
と
日
本
語
教
育』
名

古屋大
学出版会 、
m出-
m)
で
あ
る 。
田
島は
種々
の
統
計
表に
基づ
い
て 、

単
位
認
定
の
問
題と
計
量
語
象
論に
関す
る
さ
ま
ざ
ま
な
数
値の
意
義につ
い

て
検
討
を
加
え
てい
る 。

パ
ソコ
ン
が
普
及し 、
こ
れ
か
ら
古
語の
計
量
的
研
究
を
す
る
研
究
者は
い

ま
以
上
に
増
え
る
と
予
想さ
れ
る
が 、
と
も
す
れ
ば 、
応
用
面だ
け
に
目
を
奪

わ
れ
て 、
基
礎
的
研
究が
お
ろ
そ
か
に
な
りが
ちで
あ
る 。
も
う
すで
に
そ
の

よ
う
な
兆
候が
表わ
れ
て
お
り 、
そ
の
意
味で
も
田
島
の一
連
の
基
礎
研
究は

重
要
で
あ
る 。

斎
藤
倫
明『
現
代日
本
語の
語
構
成
論
的
研
究
||語における形と意味』

(ひっ

じ
書房 、
犯)
は 、
語
構
成
を 、
単に
語
構
成
要
素
聞の
形
式
的な
結
合
の
タ
イ

プ
と
し
て
と
ら
え
る
の
で
は
な
く 、

語
構
成
要
素の
意
味と
語の
構造
と
が
具

体
的に一
語の
中で 、
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
あい
な
が
ら
語全
体
の
意
味を
支

え
てい
る
か 、
とい
う
視
点を
重
視し
てい
る 。
本
書は
純
粋な
日
本
語
研
究

の
専
門
書で
あ
るが 、
電
子
辞
書の
開
発や
形
態
素
解
析に
携
わっ
てい
る
技

術
者に
も
有益
と
判
断
さ
れ
る 。
そ
の
た
め
か 、
『
情
報処理」(お
6)
で
も
書

評に
取
上
げ
ら
れ
た 。
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二
・

五

語
集
(
計
量)

中
野
洋は
「
サン
プ
リン
グ
調査
の
結
果か
ら
調査
対
象の
何が
分か
る
の

か
につ
い
て
の
疑
問
を
感じ 、
語
業
の
頻
度分
布
を
調べ
る
た
め
に
は 、
語が

用い
ら
れ
る
母
体で
あ
る
文
章の
語業
構
造
を
調べ
な
け
れ
ば
な
ら
ない」(中

野
九二・
七)
とい
う
動機か
ら
行っ
てい
る 、
童
謡
の
語業
構
造に
関す
る一

連
の
計
量
的
研
究が
目だっ
た 。
中
野(幻・
7)

「
話
題
の
展
開の
数
量
化に

よ
る
文
章の
分
類」
(『応言」
5)
で
は 、
話
題
の
展
開を
あ
ら
わ
す
尺
度と
し

て 、
「つ
な
が
り
率r」
と「
転
換
率C
2」
を
提
案
し 、
そ
れ
らが
文
章
表
現

の
方
法
や
話
題
の
展
開の
仕
方と
関
連が
あ
るこ
と
を
明
ら
か
に
し
た 。
童
謡

の
語
集
の
量
的
性
質
を
明
ら
か
に
し
た 、
全
般
的な
調査が
中
野
洋-
a
岡
昭

夫「
童
謡
の
語
実」
(『日本語学』
日}2)
で
あ
る 。
ま
た 、
童
謡に
お
け
る
リ

フレ
イン
や
反
復
表
現が
語の
度数
分
布に
ど
の
よ
うに
現れ
る
か
を
調査
し

た
の
が 、
中
野「
童
謡の
お
け
る
リフ
レ
イン
と
語の
度数
分
布」
(『計
国』
m

t4)
で
あ
る 。
L
字型
分
布
を
崩す
の
は
平
均
度
数 、
標
準
偏
差が
大きい
作

品で 、
そ
の
よ
う
な
作
品に
は
反
復
表
現が
多い
こ
と
を
明
ら
か
に
し 、
ま
た 、

反
復
表
現・
つ
なが
り
率・
転
換
率・
平
均
度数
と 、
い
ろい
ろ
な
相
関な
ど

を
扱っ
てい
る 。
以
上
は
童
謡
全
体
を
対
象に
し
た
も
の
だ
が 、
童
謡の
作
品
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別
語
種・
品
調
の
分
布
を
調査
し
た
の
が 、
中
野
「
童
謡
の
作
品
別
語
種・
品

詞
分
布」
(「計
国』
凶t6)
で 、
童
謡
の
各
作品
全
体
を
み
る
と
流
行
歌な
ど
の

分
布
と
そ
れ
ほ
ど
大き
くは

違
わ
ない
が 、
作
品ご
と
に
調べ
る
と
特
異な
分

布
を
示
すこ
と
を
明
ら
か
に
し
てい
る 。

林四
郎「『
夢
十
夜」
の
「
第一
夜」
と
「
第二
夜」

|l語集を調べて作品を読

む」(『文
言』)
は 、
『
夢
十
夜」
の
量
的
語業
構
造
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で 、

い
ろい
ろ
な
層
の
語
集
表を
参
考に
し
な
が
ら 、
作
品
を
分
析
的に
読み
進
め

て
い
く
方
法を
具
体
的に
述べ
てい
る 。
林
の
提
唱
す
る
「
文
化
言
語
学」
の

典
型
例
を
示
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る 。

宮
島
達
夫「
日
本
語・
ド
イ
ツ
語の
な
か
の
外
来
語」(『計国」
凶』6)
は
日

本
語と
ド
イ
ツ
語の
そ
れ
ぞ
れ
の
外
来
語(ただし 、
日
本語では
漢語を 、
ドイ

ツ
語ではラ
テン
語を
外す)
をい
ろい
ろ
な
観
点か
ら
主に
計
量
的
方
法
を
使

っ
て
対
照
し
た
論
考で
あ
る 。

土
屋
信一
は
今
期 、
「
基
幹
語
業」
の
抽
出
と「
特
徴
語」
の
抽
出とい
う
全

く
反
対
の
性
格
を
もっ
言
葉
の
抽
出
を
行っ
てい
る 。
「
基
幹
語
棄
の
探
索」

(「文
言」)
が
前
者で 、「
特
徴
語の
取
り
出し
||選挙広報の用意の分析を例として」

(『応
言」
5)
が
後
者で
あ
る 。
ど
ち
ら
も
簡
潔に
説
明し
て
あ
る
の
で 、
入
門

者に
も
分り
や
すい
か
と
思
う 。

真
由
治
子「
諸
言
語
の
基
本
語
乗の
有
効
性
の
比
較」
(『計国」
ml7)
は
日

本
語 、
英
語 、
仏
語 、
西
語
の
基
本
語
棄が
実
際の
文
章の
延べ
語
数の
う
ち 、

ど
れ
だ
け
の
割
合
を
カバ
ー

す
る
か
とい
う
観
点か
ら「
児
童
の
権
利に
関す

る
宣
言」(
国連 、
ω)
を
資
料
に
し
て
有効
性
を
比
較・
検
討
し 、
日
本
語よ

り
も
英
語 、
仏
語 、
西
語の
基
本
語の
方が
有
効
性が
高い
とい
う
結
論
を
得

て
い
る 。
資
料が
日
本
語
版で一
四一
字とい
う
の
は
少ない
よ
う
に
思
う
が 、

扱っ
てい
る
テ
lマ

は
重
要で
あ
る 。
今
後
の
発
展
を
期
待し
たい 。

二・
六
文
法(理
論)

水
谷
静
夫「
国
文
法
素
描」(『朝倉日
本語新講座3
文法と
意味I』
朝倉

書底 、
m-9)
の
仏
語
訳
版が
刊
行さ
れ
た 。
宮町三回口一ωEN
5 20
2Qf'

zoロ
ω
百円mg丘一
宮巾
宏一同
の
E55包円巾
』白℃Oロ回一回巾 3
(
52・HN・
酬泊
鵡一

閉山巾-
z
g-
自由ヨoユ巾丹
〉
包司m
d司}O
皆
目N可r・
任
意一CE
Z
E広
号
句
主的

戸
C-Hり・河・
F
gmZ2
2
(V-1-U巳5
5
門目白
で〉包冊
。ュ
gg-巾・
嫌
酬明
品山一

吋
E4白
5内一
門目。
ピロmcgZ円以己巾一
』白℃Oロ曲目印巾
〈。己)内)
で
あ
る 。
本
書の
構
成

は
「
国
文
法
素
描」(一
五1一
七五ぺ)
の
ほ
か
に 、
翻
訳
者の一
人
の
アン
ド

レ・
プロ
ダル
チェ
ク
が
書い
た

ョ〉匂三一円白色。ロ
己巾
宮
の
ggB回一
日
号

冨-N
E
B-
E
吋
E一RS巾ロ
二
三
ミヨ
民一
宮内
(
情
報
処
理
に
お
け
る
水
谷
文

法
の
応
用) ョ
が
付い
てい
る
こ
七
七1一
九八ぺ) 。
国
文
法の
論
文が
仏
語

訳
さ
れ
る
の
は
極め
て
珍しい
こ
と
で
あ
る 。
もっ
と
も 、
日
本
語のコ
ン
ピ

ュ
ー

タ
言
語
学
を
専
門に
し
てい
るプロ
ダル
チェ
ク
が 、
水
谷
文
法に
注
目

し
た
とい
う
の
は 、
あ
る
意
味で
は
当然のこ
と
と
言え
よ
う 。

「
国
文
法
素
描」
は
そ
の
後
拡
張さ
れ
て 、
水
谷『
稿
本
国
文
法
大
体」(自

費出版 、
引・
2)
に
ま
と
め
ら
れ
た 。
そ
の
部
分
的な
発
展が
水
谷
「
体
言と

そ
の
近
辺」
(「文
言」)
で
あ
る 。
こ
の
論
考で
は 、
水
谷の
長い
間の
懸
案で

あっ
た 、
体一-一一同と
副
詞
の
区
別の
仕
方につ
い
て
述べ
て
あ
る 。
水
谷
文
法は

膨
大
な
用
例に
基づい
て
理
論
を
構築し
てい
る 。
い
わばボ
トム
アッ
プ
の

方
法
を
とっ
てい
る
の
で 、
実
際の
用
例を
解
釈す
る
上
で
は 、
大
変に
強
力

な
理
論に
なっ
てい
る 。一
方 、
橋
本
文
法は
ま
ず理
論
の
方か
ら
出
発し
て 、

そ
の
枠
組み
に
実
際の
用
例を
当て
は
め
よ
う
と
す
る 、
い
わば
トッ
プ
ダ
ウ

ン
の
方
法を
とっ
た
た
め 、
実
際の
用
例を
解
釈す
る
上
で
は 、
脆
弱な
理
論

と
なっ
た 。
とい
う
の
は 、
実
際の
用
例に
は 、
橋
本が
理
論
を
構築
し
た
当
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初
は
思い
浮か
ば
な
かっ
た
多
種
多
様
な
使い
方が
大
量
に
出
て
く
る
か
ら

で
あ
る 。

そ
の
よ
う
な
橋
本
文
法
で
は
解
釈で
き
ない
用
例
を
集
め
た
の
が 、
水
谷「
意

味・
構
文の
関
係
を
考へ
る
九
十
例」
(『計国」
川口
1)
で
あ
る 。
水
谷
が
何
ら

か
の
点で
気に
な
り 、
折に
ふ
れ
て
記
録
し
て
お
い
た
も
の
で 、「
日
本
語
構
文

解
析
器(匂白「
認可)」
のベ
ン
チマ
ー

ク
テ
ス
ト
に
使
え
れ
ば
と
い
うこ
と
で
披

露
し
た
よ
う
だ 。
日
本
語
の
研
究
者
で
あ
れ
ば 、「か〉
る
用
例が
素
直
に
説
き

こ
な
せ 、
し
か
も
包
gn
で
は
な
く 、
更に
そ
の
解
析
結
果に
則っ
て
意
味

が
工
合
よ
く
説
け
る
文
法
体
系
の
構
築
に
努
め
るべ
き」
だ
と
水
谷
は
い
う 。

何
か
大
変
に
難
し
い
「
宿
題」
を
出
さ
れ
た
よ
う
な
気が
す
る
が 、
ど
う
も
こ

の
展
望
の
筆
者
に
は
「
水
谷ゼ
ミ」
の
単
位
は
取
れ
そ
う
も
ない 。

長
谷
川
守
寿「
問い
合せ
文の
構
造
の
形
式
化」
(「計国』
日13)
は 、
デ
ー

タベ
ー

ス
の
検
索
を
日
本
語
で
行
う
た
め
に 、
問い
合せ
文
の
構
造
の
形
式
化

を
行っ
て
い
る 。
つ
ま
り 、
ど
の
よ
う
な
内
容が
問い
合
さ
れ 、
また
そ
れ
が

ど
の
よ
う
な
構
造
を
持っ
た
文
で
表
現
さ
れ
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で

あ
る 。
すべ
て
の
問い
合せ
方
を
考
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
が 、

こ
の
論
文
で
は
「
表
示
文」
に
対
象
を
絞っ
て
い
る 。

二・
七
文
法(
計量)

我々
は
あ
ら
ゆ
る
形
容
詞
は 、
形
容
調
と
し
て
の
用
法
を
すべ
て
もっ
て
い

る
と
思い
込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が 、
実は
そ
う
で
は
ない
とい
うこ
と

は 、
『
計
算
機
用
日
本
語
基
本
形
容
詞
辞
書
I
P
A
L」(
情
報処理
振
興事
業

協会 、
ω)
に
よ
り
教
え
ら
れ
たこ
と
で
あ
る 。
つ
ま
り 、
終
止
用
法 、
連
体
用

法 、
連
用
用
法
を
すべ
て
もっ
て
い
る
形
容
詞
は=
二
・

四
%
に
す
ぎ
ず 、
そ

の
他
は
何
れ
か
の
用
法
を
欠い
てい
る
の
で
あ
る 。
た
と
え
ば「
あ
た
ら
しい」

は 、
「つ
ね
に
新しい
気
持ち
で」
とい
う
連
体
用
法
は
可
能だ
が 、
「牢
そ
の

気
持は
新しい」
とい
う
終止
用
法
は
ない 。
「
う
すい」
は 、
「
支
持が
薄い」

と
い
う
終
止
用
法
を
もっ
てい
る
が 、
「串
薄
く
支
持
す
る」
とい
う
連
用
用
法

は
もっ
て
い
ない 。
こ
の
よ
う
な
形
容
詞
の
見
出
し
語の
持つ
分
布
的
特
性を

詳
細
に
記
述
し
た
辞
書が
I
P
A
L
で
あ
る 。
そ
の
記
述
結
果に
基
づ
い
て 、

各
用
法
の
関
係に
つ
い
て
考
察し
た
のが 、
橋
本三
奈
子・
青
山
文
啓
「
形
容

詞
の三
つ
の
用
法 、
終
止 、
連
体 、
連
用」
(「計国」
mt5)
で
あ
る 。

こ
れ
を
受
け
て 、
宮
島
達
夫
は「い
ち
お
う
用
法の
あ
る
語
形
に
つ
い
て
も 、

そ
の
用
法
の
量
的
な
面
で
は
か
た
よ
り
が
あ
る」
とい
うこ
と
を 、
「
形
容
詞
の

語
形
と
用
法」
(『計
国』
川口』2)
で
明
ら
か
に
し
て
お
り 、
「い
ち
ば
ん
数が
お

お
く 、

形
容
調
ら
しい
の
は
連
体
用
法が
お
おい
も
の
で 、
連
用
用
法が
お
お

い
の
は
動
作
に
関
係の
あ
る
も
の
で
あ
る」
とい
う
結
果
を
報
告し
てい
る 。

な
お 、
宮
島
は
I
P
A
L
の
意
味
区
分
を
使っ
て 、
現
代
雑
誌九
十
種の
デ
ー

タ
を
分
析
し
た
の
だ
が 、
今
回
の
分
析
を
通
し
て
明
ら
か
に
なっ
た 、
I
P
A

L
の
意
味
区
分
の
問
題
点や 、
コ
ーパ

ス
を
使
うこ
と
の
問
題
点
な
ど
を
指
摘

し
て
お
り 、
分
析
方
法の
面
で
もい
ろい
ろ
教
え
ら
れ
る
調
査
報
告
で
あ
る 。

日
本
語
の
文
節は
直
後の
文
節に
係
り
や
すい 。
そ
の
た
め 、
日
本
語
のパ

ー
サ
ー

は
普
通
「
左
わ
か
れ
構
造」
を
生
成す
る
よ
う
に
設
計さ
れ
てい
る 。

し
か
し 、
こ
の
こ
と
は
「
発
見
的に」
(工
学者はこ
うい
うとき 、
好んで「ヒ

ュ
ー
リス
ティ
ッ
クス」
とい
うメ
リケン
語
を
使
う)
分かっ
た
規則で
あっ
て 、

実
際
に
は
何
の
裏
付
け
も
ない 。
そこ
で
こ
の
規
則に
計
量
的
な
裏
付
け
を
も

た
せ
よ
う
と
い
う
試
み
が 、
玄白『ロ
苫『口同
国一円。∞E-
omEo
ωE
『5

3〉

目白江田H-
s-
P
8
R
q
。同
E
E
2
8
3
E
R
Z6
3
5
Z
ζo
em
g'

Z03凹
(
文節
関係り受け
関係の
統計
的
性質) ご(『計国』
叩日17)
で
あ
る 。
そ

の
結
果 、
あ
る
文
節が
他
の
文
節に
係
る
距
離の
分
布は 、
ジ
ッ
プ
の
法
則に
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従っ
てい
るこ
と
が
明
ら
か
に
なっ
た 。
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ニ
・

八

文
章
・

文
体
(
計
量)

金
明
哲・
樺
島
忠
夫・
村
上
征
勝
「
読
点と
書き
手
の
個
性」(『計国」
M

8)
は 、
読
点の
前の
文
字は
ど
の
よ
う
な
文
字か
とい
う
情
報
だ
け
で 、
書き

手
の
読
点の
打
ち
方の
癖
を
分
析し
た
研
究で
あ
る 。
ク
ラ
ス
タ
l

分
析 、
主

成
分
分
析 、
判
別
分
析
を
使っ
てい
る 。
ど
の
よ
う
な
点に
注
目し
て
数
値
化

を
す
れ
ば
よい
か
とい
う 、
そ
のコ
ツ
を
教え
て
く
れ
る
よ
う
な
論
文で
あ
る 。

同じ
共
著
者に
よ
る「
手
書き
と
ワ
ープロ

に
よ
る
文
章の
計
量
分
析」(「計

国」
日j3)
は
「ワ
ープロ

が
日
本
語の
文
章
作
成に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与

え
る
か」
とい
う
テ
1マ

で 、
被
験
者が
同じ
時
点で
書い
た
手
書き
の
日
記

と 、
ワ
ープロ

で
作
成
し
た
日
記と
を
統計
的に
比
較し
た
も
の
で
あ
る 。
結

果は
有
意
差が
認め
ら
れ
ない
と
出た
が 、
筆
者
ら
もい
う
よ
う
に
サン
プ
ル

数が
少
ない
の
で
は
ない
か
と
思
わ
れ
る 。
ま
た 、
扱っ
た
資
料が
人
か
ら
読

ま
れ
るこ
と
を
前
提に
し
て
作成
さ
れ
た
「
日
記」
で
あ
る
点も
気に
な
る 。

い
ろい
ろ
な
分
野か
ら
注
目
さ
れ
てい
る
テ
lマ

で
は
あ
るが 、
よい
資
料
を

得
る
の
は
な
か
な
か
難しい
テ
lマ

で
あ
る 。

西
谷
健
次「
ア
イロニ
ー
と
状
況
特
性と
含
量」(『計国』
印
3)
は 、
ア
イ

ロニ
ー

の
「
発
話
さ
れ
る
状
況」
と 、
そ
の
際に
生
じ
る
「
含
意」
の
そ
れ
ぞ

れ
を
因
子
分
析に
よっ
て
特
定し 、
両
者の
関
連につ
い
て
明
ら
か
に
し
た
実

験
報
告で
あ
る 。

石
井
正
彦「
臨
時一
語と
文
章の
凝
縮」
(『
国語学』
問)
は
臨
時一
語と
凝

縮
的
な
文
章と
の
関
わ
り
を
計
量
的
手
法で
調
査
し
た
も
の 。

石
井
久
雄「
近
代詩
の一
行の
な
が
さ」
(『計国』
mmf7)
は
近
代詩
の一
行

の
長さ
を
文
字・
記
号
の
数で
計っ
た
も
の
で 、
だい
たい
六
文
字か
ら一
九

文
字あ
た
りに
お
さ
ま
る
とい
う
結
果が
出てい
る 。

新
聞
の
見出し
の
特
徴を
量
的
構造の
視
点か
ら
調
査
し
た
の
が 、
朱
京
偉

「
量
的
構
造か
ら
見た
新
聞
の
見出
し」(『文言』)
で
あ
る 。
『
朝日
新
聞」
一

カ
月
分の
新
聞
を
資
料
に
し
て 、
見
出し
の
字数 、
{子
種 、
止
め
方な
ど
を
調

査
し
てい
る 。

パ
ソコ
ン
通
信の
「
チヤ
ツ
ト」

のこ
と
ば
は 、
話しこ
と
ば
か
書きこ
と

ば
か
とい
う
テ
lマ

の
もと
に
書か
れ
た
の
が 、
伊
藤
雅
光「「チャ
ッ
卜」
と

よ
ば
れ
る
。

電
子お
しゃ
べ
り。
につ
い
て」(『日
本語学』
目・ロ)
で
あ
る 。

い
ろい
ろ
な
面か
ら
考
察し
てい
る
な
か
で 、
一
文
平均
の
文
節
数
を
出し
て

い
る 。
そ
の
結
果 、
チャ
ッ
ト

の
平
均
文
長は
日
常会
話
の
半
分
以
下(
了
五

一
1一
・

八五
文節)
とい
う 、
興
味深い
数
値
を
得
てい
る 。

二
・

九

方
言
・

社
会
言
語
学
・

言
語
生
活
(
計
量)

方
言
や
社
会
言
語
学の
分
野
で 、
多変
量
解
析な
ど
が
利用
さ
れ
るこ
と
は 、

す
で
に
珍し
くな
く
なっ
てい
る 。
そ
れに
と
もない 、
新しい
解
析
方
法を

取入
れ
る
動
き
が
見ら
れ
る
よ
う
に
なっ
た 。
半
沢
康「
共
通
語
使用
行
動の

要
因
分
析
||福島県伊達郡桑畑町における」
(『国語学』
m)
で
は 、
「パ
ス
解
析」

とい
う
主に
社
会
科
学で
開発さ
れ
た
因
果
分
析
法が
導入
さ
れ
てい
る 。

市
井
外
喜
子
『
方
言と
計
量
分
析』
(
新典社 、
川町・
9)
は 、
『
日
本
言
語
地

図』
を
資
料
に
し
て
県
別の
相
関
係
数
を
求め 、
そ
れ
で
地
域
差
を
考
察し
た

も
の
で
あ
る 。
こ
の
本に
対す
る
荻
野
綱
男の
批
判が
『
計
国」
(
凹
4)
に

掲
載
さ
れ
てい
る 。

ニ
・

一
O

言
語
行
動
(
理
論
・
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン)

石
井正
彦
「
造
語モ
デル
につ
い
て
の
覚え
書き」
(「文言』)
は 、
複
合
語

127 



が
つ
く
ら
れ
る
過
程
を 、
「
現
象」
で
は
な
く「

人
間の
行
動」
と
し
て
み
る
視

点が
欠
け
て
い
た
の
で
は
ない
か
とい
う
反
省
の
も
と
に 、
「
造
語
の
見
取
り

図」
を
提
案
し
てい
る 。

村
上
隆「
敬
語
規
範のモ
デル
論」(『日論」
1)
は
敬
語
規
範
を
人
間
関
係

の
認
識と
表
現とい
う
観
点か
ら
捉え
て 、
敬
語
を
選
択す
る
際のル
lル

を

フロ
ー

チャ
ー
ト
に
表わ
し
てい
る 。

守一
雄『ミニ
チュ
ア
人工
言
語
研
究
言
語
習
得の
実
験心
理
学』
(風
間

書房
幻・
2)

が
刊
行さ
れ
た 。
扱っ
た
ト
ピッ
ク
は
付
「
言
語
習
得に
お
け

る
意
味(指示
物)
提
示
の
重
要
性
を
実
験
的に
検
証
し
た
も
の」
と

同「
言
語

習
得に
お
け
る
能
動
的な
学
習
法
と
受
動
的
な
学
習
法と
の
比
較
研
究」
で
あ

る 。
結
論は 、
前
者は
「
言
語
習
得に
は
意
味の
提
示が
不
可
欠で
あ
る」
と

い
うこ
と
で 、
後
者は
「
受
動
的な
学
習
事
態の
方が
む
し
ろ
学
習
成
績が
良

い」
とい
う
事
実が
発
見さ
れ
てい
る 。
巻
末に
は
∞〉
巴の
で
書か
れ
たミニ

チュ
ア
人工
言
語
習
得
実
験の
た
め
の
プロ
グ
ラム
リス
ト

が二
種
類
掲
載
さ

れ
てい
る
た
め 、
誰で
も
結
果
を
検
証で
き
る 。

石
綿
敏
雄「こ
と
ば
のシ
ミュ
レ
ーショ
ン」
(「応
言』
5)
は 、
表
現と
理

解とい
う
言
語
行
動のコ
ン
ピュ
ー

タに
よ
るシ
ミュ
レ
ーショ
ン
を概
説
し

てい
る 。

二
・

一
一

言
語
行
動
(
計
量)

荻
野
綱
男「
日
本
語
研
究
者は
い
つ
論
文
を
書くか
||『日本語研究文献目録・

雑誌編」
に
見ら
れ
る
年
齢
構
造」(「国語学」
川)
が 、
分
析
対
象
のユ
ニ
ー

ク

さ
と
デ
ー

タ
の
応
用
の
仕
方
のユ
ニ
ー

ク
さ
と
で
注
目
さ
れ
る 。
ひ
と
た
び
デ

ー
タが
フロ
ッ
ピ
ー

デ
ィ
ス
ク
の
形で一
般
に
公
開さ
れ
る
と 、
い
ろい
ろ
な

情
報
を
引
き
出せ
る
とい
うこ
と
を
改め
て
認
識さ
せ
ら
れ
た 。
そ
れ
だ
け
に

自
分の
ど
ん
な
情
報が
誰に
知
ら
れ
てい
る
か
分ら
ない
とい
う 、
情
報
化
社

会の
怖さ
も
かい
ま
見せ
て
く
れ
る
研
究で
あ
る 。
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、

電
子
化
資
料
を
め
ぐ
る
動
き

三
・

一

電
子
化
テ
キ
ス
ト

今
期 、
もっ
と
も
活
動が
盛ん
だっ
た
のが
電
子
化テ
キス
ト
を
め
ぐ
る
動

き
で
あっ
た 。
わが
国
語
学会
で
も
平
成
四
年
度の
春
季
大
会の
テ
lマ

発
表

が
「
国
語
研
究
資
料の
「
電
子
化」
と
そ
の
利用」
で
あっ
た
し
【
嘗山
日
出

夫「
電
子
化テ
キス
ト

総
論
||国語学の立場から」(「

国語学」
川) 、
近
藤
泰
弘

「
文
法
研
究
と
電
子
化テ
キス
ト」(『
国語学」川)】 、
平
成五
年
度の
秋
季
大
会

の
テ
lマ

別
発
表の一
つ
が
「
電
子
化テ
キス
ト

の
国
際
的
共
有」
で
あっ
た

こ
と
は
記
憶
に
新しい
とこ
ろ
で
あ
る 。

平
成四
年
秋
に「
西
日
本デ
ー

タベ
ース

研
究
会」(事務局一
大阪樟蔭女子

大学)
が
設
立
さ
れ
た 。
発
表
者は
国
語
学(日
本語学)
や
国
文
学の
研
究
者

が
中心
に
なっ
てい
る 。

関
連
雑
誌と
し
て
は
季
刊「
人
文
学と
情
報
処
理』
(勉誠社)
が
九三
年六

月に
創
刊さ
れ
てい
る 。
特
集
は 、
一
号が
「コ
ン
ピュ
ー

タ
利
用
の
現
在」 、

二
号が
コア
l

夕べ
lス

の
構
築と
利
用」 、
三
号が
「
人
文
学と
画
像
処
理」

で
あ
る 。
現
在の
人
文
学の
分
野全
般に
お
け
るコ
ン
ピュ
ー

タ
利
用
の
動
向

を
把
握す
る
こ
と
が
で
き
る 。

他
の
雑
誌の
特
集や
単
発
論
文で
はつ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
あっ
た 。

「
特
集・
フ
ル
テ
キス
ト
デ
ー

タベ
ース」

(『情報の
科学と
技術』
位。6)

【
上
森ま
り
子・
岩
沢一
男
「フル
テ
キス
ト
デ
ー

タベ
ー

ス
の
動
向」 、
高
橋

宏
美
「
事
例
1
法
令l
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー

「
現
行
法
令
デ
ー

タベ
ー

ス

(戸〉
者)」」 、
大
山
勝弘
「
事
例2
特
許」 、
松
尾
光「
事
例3
日
本
経
済



数理的研究
新
聞
社に
お
け
るフ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー

タベ
ー

ス
サ
ービ

ス
の
展
開」 、
千原
秀

昭「
事
例4
科
学技
術
論
文
誌」 、
樋口
忠
治「
事
例5
テ
キス
ト
デ
ー

タ

ベ
ー

ス
と
言
語
研
究」 、
木
本幸
子「
全
文
収
録わり』河O
冨
の
現状」 、
谷口
敏

夫
「二
O
O一
年、
フ
ル
テ
キス
ト
デ
ー

タベ
ー

ス
の
未
来」】

「
特
集・
古
典
とコ
ン
ピュ
ー

タ」
(『しにか』
幻・
2)

【
水
本
浩
典・
村
尾

義
和・
柴田
博
子
「
令
集
解
総
索
引」 、
新
井
栄
蔵
「
古
典
研
究
とコ
ン
ピュ
ー

タ
ー」 、

内田
保
広
「
古
典
とコ
ン
ピュ
ー

タの
最近
の
関
係につ
い
て」 、
清

水
光
幸
「
大
蔵
経デ
ー

タベ
ース

作
成につ
い
て」 、
吉
村誠
「「
万
葉
集』
の

デ
ー

タベ
ー

ス
作
成」 、
嘗
山
日
出
夫「パ
ソコ
ン
に
よ
る
古
典
研
究
関
連
研
究

会の
紹
介」】

安
永
尚
志
「
日
本
古
典
文
学
作
品
本
文
デ
ー

タベ
ー

ス
の
開発
と
デ
1

タ
記

述
文
法に
つ
い
て」
(『
国文学研究資料館紀要』
凶) 、
永
村
真「
日
本
史
史
料

金
文
テ
キ
ス
ト
デ
ー

タベ
ー

ス
の
構
築と
漢
字
入
力」(『国立歴史民俗博物館

研究報
告」
臼)

な
お 、
『
国
語
年
鑑
一
九
九二
年
版」
に「
電
子
出
版一
覧」
が
掲
載
さ
れ

てい
るこ
と
は 、
あ
ま
り

知
ら
れ
てい
ない
よ
う
で
あ
る 。

十
年
く
らい
前ま
で
は 、
古
典
をコ
ン
ピュ
ー

タ
で
処
理
し
てい
た
の
は 、

国
語
学や
言
語
学の
研
究
者だ
け
だっ
たが 、
近
年は
国
文
学者
のコ
ン
ピュ

ー
タ
利
用が
目
立つ
よ
う
に
なっ
た 。
た
だ
研
究
内
容
を
見る
と 、
書
誌学
や

文
献
学の
範
囲に
と
ど
まっ
てい
た
り 、
あ
るい
は
用
字法の
調査
に
と
ど
ま

っ
てい
る
な
ど 、
な
か
な
か
文
学そ
の
も
の
の
研
究に
は
結び
付い
てい
っ
て

い
ない
よ
う
で
あ
る 。
ま
た 、
古
典が
多く
取
上
げ
ら
れ
る
傾
向に
あ
る
が 、

こ
れ
は
伝
統
的
な
国
語
国
文
学の
資
料
志
向
と
い
う
性
格
も
さ
るこ
と
な
が

ら 、
著
作
権の
問
題が
あ
る
た
め 、
現
代
文
学は
扱い
に
くい
と
い
う
事
情も

あ
る 。

古
典
を
テ
キ
ス
トフ
ァ
イル
に
し
よ
う
す
る
と 、
す
ぐ
問
題に
な
る
の
が 、

JI
S
外
の
漢
字の
処
理
で
あ
る 。
こ
れ
につ
い
て
も 、
さ
き
の
特
集「
古
典

とコ
ン
ピュ
ー

タ」
の
中に 、
豊
島正
之「『
yJI
S
に
無い
字」
を
め
ぐっ
て」 、

星
野
聴「
異
体
字を
ど
う
考
え 、
ど
う
処
理
す
る
か
?」 、

宮
沢
彰「
東ア
ジ
ア

地
域
の
漢
字コ
l
ド
の
統一
を
め
ざ
し
て」
が
あっ
た
し 、
ま
た
最
後の
宮
沢

論
文に
見ら
れ
る
よ
う
な 、
発
展し
た
問
題は 、
同じ
雑
誌「しに
か』(
回・

2)
で 、
「
漢
字のコ
!
ド
の
国
際標
準
化」
とい
う
特
集で
扱っ
てい
る 。
【
石

綿
敏
雄ほ
か「
座
談
会
漢
字コ
l
ド
の
国
際
標
準
化」 、
田
嶋一
夫「
国
際
標

準
化
の
た
め
の
活
動と
経
緯」 、
加
藤重
信「
国
際
標
準
化
活
動に
お
け
る
日
本

の
活
動」 、
宮
沢
彰「ユ
ニバ
ー

サル
文
字
符
合と
学
術
情
報」 、
小
池
健
夫「
統

合
化
C
JK
漢
字
集
合の
実
際」】

三・
ニ

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
設
立

前
述
の
『
人
文
学と
情
報
処
理」
の
創
刊と
同
時に
「
勉
誠デ
l

タセ
ン
タ

ー」が
設
立
さ
れ
た 。
こ
の
セ
ン
タ
ー

は
個人や
業
者が
入
力し
た
テ
キス
ト・

フ
ァ
イル
を
集め
て 、
希
望
者に
有
料で
提
供す
る
サ
ービ

スセ
ン
タ
ー

で
あ

る 。
こ
れ
ま
で
同
様の
活
動を
し
てい
た
の
は 、
情
報
処
理
語
学文
学研
究
会

だ
け
で
あっ
た 。
現
在の
登
録
数は五三
件
ご
九九三・
九
現在) 、
内
容は

日
本の
古
典が
三
九
件 、
中
国
の
古
典が八
件 、
日
本の
近
代
文
学が
二
件 、

文
献
目
録二
件 、
そ
の
他二
件で
あ
る 。
現
代文
学が
ない
こ
と
や 、
古
典の

底
本と
し
て
影
印
本を
採
用し
てい
るこ
と
な
ど
か
ら 、
知
的所
有
権へ
の
配

慮も
し
てい
る
よ
う
で
あ
る 。
セ
ン
タ
ー

の
利用
の
手
引は
「人
文
学と
情
報

処
理』
の
巻
末に
掲
載
さ
れ
てい
る 。

筆
者は
原
物
を
取
寄せ
てい
ない
の
で 、
こ
れ
ら
の
デ
ー

タフ
ァ
イル
に
対

す
る
評
価
を
下すこ
と
は
で
き
ない 。
た
ぶ
ん 、
登
録
者のほ
と
ん
ど
が
文
献
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学
を
修
め
た
国
語
国
文
学
者
な
の
で 、
か
な
り
厳
密に
作
成さ
れ
た
フ
ァ
イル

だ
ろ
う
と
思
う 。
た
だ 、
筆
者が
心
配
し
て
い
る
の
は 、
こ
れ
か
ら
登
録
さ
れ

る
フ
ァ
イル
の
こ
と
で
あ
る 。
こ
れ
か
ら
の
登
録
者
の
な
か
に
は
学
部
学
生
や

大
学
院
生
もい
て 、
「
学
資
目
当て」
で 、
い
ろ
い
ろ
な
資
料の
テ
キ
ス
ト
フ
ァ

イル
を
登
録し
つ
づ
げ
る
とい
う
事
態
も
あ
り
え
よ
う 。
そ
れ
自
体
は
問
題
は

な
い
の
だ
が 、
心
配
な
の
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
点
に
注
意
が
払
わ
れ
る
か
ど
う
か 、

疑
わ
しい
か
ら
で
あ
る 。

ま
ず 、
本
文
デ
ー

タ
の
問
題
と
し
て
は 、
①
入
カ
間
違い
が
ない
か
ど
う
か 、

②
J
I
S
外の
漢
字の
処
理
に
関
す
る
注
記
や 、
③
原
本の
文
字
の
判
読
で
問

題
と
なっ
た
箇
所
の
注
記
な
ど
が
明示
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か 。
ま
た 、
付
加

情
報
の
処
理
が
施
さ
れ
た
フ
ァ
イル
の
問
題
と
し
て
は 、
④
単
語
の
認
定
基
準

を
設
定
し 、
かっ 、
明
示
し
て
い
る
か 、
⑤よ
み
が
な
情
報(
見出し
語形)
で

は
原
文
に
あ
る
振
仮
名
と 、
入
力
者が
付
げ
た
も
の
と
の
違い
が
分
か
る
よ
う

に
なっ
て
い
る
か 、
⑥
入
力
者が
付
け
た
読
み
の
根
拠
は
明示
さ
れ
て
い
る
か 、

⑦
単
語に
よっ
て
は
読
み
が
ゆ
れ
て
い
る
も
のが
あ
る
は
ず
だ
が 、
そ
の
処
理

に
関
す
る
注
記
が
あ
る
か 、
⑥
品
詞
の
決
定
に
あ
たっ
て
は 、
必
ず
と
い
っ
て

い
い
ほ
ど
解
釈が
ゆ
れ
る
単
語が
あ
る
は
ず
だ
が 、
そ
れ
に
対
す
る
注
記
が
施

さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か 、
等々

。
い
ま
思い
つ
く
だ
け
で
も 、
こ
れ
だ
り
の「
心

配
事」
が
あ
る 。

①か
ら
③
ま
で
は
努
力
次
第
で
解
決
す
る
こ
と
だ
が 、
④
以
降
は
努
力
だ
け

で
は
解
決
で
き
ない
こ
と
が
多い 。
特に
重
要
かつ
困
難
な
の
は
④の
単
語
の

認
定
基
準
の
設
定
で
あ
る 。
こ
の
段
階
で
欠
陥が
あ
る
と 、
そ
れ
以
降
の
付
加

情
報は
み
な
欠
陥
を
も
つ
こ
と
に
な
る 。
こ
の
問
題
は
「
単
語
と
は
何
か」
と

い
う 、
い
ま
だ
に
解
決
さ
れ
て
い
ない
大
問
題
と
直
結
し
て
い
る 。
国
立
国
語

研
究
所が
二
十
年
以
上
に
わ
たっ
て 、
こ
の
問
題
を
検
討
し
続
け
て
き
た
と
い

う
事
実
が
こ
の
問
題
の
困
難
さ
と
深
刻
さ
と
を
物
語っ
て
い
る 。

デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー

の
設
立
は
大
変
喜
ば
しい
こ
と
だ
が 、
も
し
も
登
録
を
受

付
付
け
て 、
販
売し
た
テ
キ
ス
トフ
ァ
イル
の
な
か
に 、
以
上
の
よ
う
な
問
題

を
持つ
も
の
が
あっ
た
と
す
れ
ば 、
そ
れ
は
か
えっ
て
学
界
に
害
毒
を
流
す
に

等し
い
行
為
と
な
る 。
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー

の
管理
者と
登
録
者に
は 、
そ
れ
だ

け
の
責
任が
あ
る
とい
え
よ
う 。
世
界
的
に
有
名
な
オッ
クス
フ
ォ
ー
ド・
テ

キ
ス
ト・
ア
1

カ
イ
ヴ
に
集め
ら
れ
た 、
幾
多の
テ
キ
ス
ト・
フ
ァ
イル
が 、

実
は
玉
石
混
交
の
状
態
に
あ
るこ
と
は 、
筆
者が
彼の
地
で
確
認
し
て
きた
事

実
で
あ
る 。
勉
誠
デ
lタ

セ
ン
タ
ー

は 、
こ
れ
か
ら
多
く
の
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ

ル
を
管理
す
る
よ
う
に
な
る
と
思
う
が 、
質の
高い
フ
ァ
イル
の
登
録
だ
け
を

受
け
付
け
て 、
や
が
て
は
世
界
に
名
高い
デ
l

タ
セ
ン
タ
ー
と
な
る
よ
う 、
切

に
希
望
す
る
も
の
で
あ
る 。
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三
・

三

コ
ー

パ
ス
言
語
学
を
め
ぐ
る
動
き

「コ
ーパ

ス
言
語
学」(のo弓
5
ピコ四525帥)
とい
う
分
野
名
は 、
日
本で

は
ま
だ
耳
新
し
い
が 、
欧
米
で
は
す
で
に
定
着し
て
い
る 。
とい
っ
て
も 、
そ

の
実
体
はコ
ーパ

ス(大規模なテキス
トファ
イル
群)
を
利
用
し
て
言
語の
研

究
を
す
るこ
と
な
の
で 、
実
は
国
立
国
語
研
究
所が
二
十
年
以
上
も
前か
ら
行

っ
て
き
た 、
計
量
的
な
大
規
模
調
査
な
ど
も
そ
の
範
鴫に
入
る 。
そ
れ
で
は
な

ぜ
日
本で
こ
の
よ
う
な
分
野
名が
生
ま
れ
な
かっ
た
か
とい
う
と 、
付
「
計
量

国
語
学」
や
「コ
ン
ピュ
ー

タ
言
語
学」
とい
う 、
内
容
面
で
重
な
る
分
野
名

が
す
で
に
定
着し
て
い
るこ
と 、
口
「コ
ーパ

ス」
と
意
味が
重
な
る「
テ
キ

ス
ト
デ
ー

タベ
ー

ス」
とい
う
術
語が
定
着し
て
い
るこ
と 、
臼コ
ーパ

ス
自

体が
ほ
と
ん
ど
ない
こ
と 、
回
現
在
あ
る
少
数のコ
ーパ

ス
の
ほ
と
ん
ど
が
公

開
さ
れ
て
い
ない
こ
と 、
とい
う
四つ
の
点が
あ
げ
ら
れ
る 。



数理的研究

現
在
構
築
中のコ
ーパ

ス
の
な
か
で
は 、
国
文
学研
究
資
料
館
の
「
日
本
古

典
文
学作
品
本
文
デ
ー

タベ
ース」

が
注
目
さ
れ
る 。
こ
れ
は(旧)
岩
波
古
典

文
学
大
系
百
巻すべ
て
を
テ
キス
トフ
ァ
イル
化
す
る
も
の
で 、
総
字
数三
千

万
字に
の
ぼ
るが 、
C
D
lR

O
M
に
す
る
と一
枚に
収る
とい
う 。
資
料
館

で
は
オン
ラ
イン
に
よ
る
公
聞
を
予
定し
てい
る
よ
う
だ
が 、
使い
勝
手の
面

を
考
え
る
と 、
C
D
|R

O
M
で
の
配
付をぜ
ひ
検
討し
て
ほ
しい 。
完
成は

来
年九五
年と
のこ
と
で
あ
る(
朝日
新聞 、
目・
l・

ぬ朝刊) 。
こ
のコ
ーパ

ス
が
公
開さ
れ
れ
ば 、
日
本のコ
ーパ

ス
言
語
学に
とっ
て
は一
つ
の
時
代を

画
すこ
と
に
な
る
は
ずで
あ
る 。

将
来
的に
は
日
本で
も
多
く
のコ
ーパ

ス
が
構
築
さ
れ 、
「コ
ーパ

ス
言
語

学」 、
あ
るい
は「コ
ーパ

ス
国
語
学」 、
「コ
ーパ

ス
日
本
語
学」
とい
っ
た
分

野
名
も
定
着
し 、
研
究
会も
で
き
てい
く
と
予
想さ
れ
る 。
そ
の
点で
動き
の

早
かっ
た
の
は
英
語
英
文
学
界で
あ
る 。
平
成五
年四
月に
「
英
語コ
ーパ

ス

研
究
会」
(』
8
2
〉凹印on
E-
s
p
『

開
局一一
与
のO
召
5
2
E
5m-
事
務
局一

大
阪
大
学言
語
文
化
部)
が
発
足し
た 。
例
会は
年二
回
で 、
機
関
誌(
年刊)

「
英
語コ
ーパ

ス
研
究(開口mtsz
no
弓
5ω
E全
2)」
を
発
行し
てい
る 。

な
お 、
将
来
の
日
本の
「コ
ーパ

ス
言
語
学」
像を
予
想
す
る
う
え
で
は 、

現
在の
欧
米に
お
け
る
研
究が
参
考に
な
る 。
海
外で
出
版さ
れ
たコ
ーパ

ス

言
語
学
関
連の
書
籍と
し
て
は
次
の
四
冊が
目につ
い
た 。

1.
ω
z
m
]
OY白ロ印的Oロ
色町
〉コロ印1
∞
1
E
ω円巾ロ凹門司Oロ
(
包・)

ミ
肘ロm一
2z
hO
BE

℃
己件。司
円
。

弓O吋白
1

ω
巾}
巾n
Z
己

E℃
巾吋
凹

田
口弘
河
巾印
巾白
『

与
のZ
Em --(目白由H

g
o
c門
O
コ
仏
巾

の
『
C
M、門
巾『)

2.

日ハ白
ユ
コ
〉C
B巾『
hw
∞巾ロ関門
〉一円巾ロσ巾吋肉
(巾
門戸)

ヱ
肘コm-
zz
n。
弓cm

h
zm
E印門
km ・-(
5
2
F02岡
ヨ白コ)

3.
』白ロ巾
〉

同配
当白
丘印
伶
冨釦
ユ
吉
U・
円、白
ヨ
ヨw「門
(
包・)

・
1H，白-
w
zm
U白
g

、吋
『
印
コ
凹
円
同目F
U
Z
O
口
出
口
己
円
。
門出
口
m

z

u
g
n
。
己
『
印
巾
河
巾
印
巾
白
「
円
}】
ヨ
(
沼
恒
ω
戸
白
老『
巾
ロ
n
m

開ユσ白己ヨ
〉
凹印。色白
芯凹・
同ν己σ--mY
Rm)

4 .
n
可一印件
。

吾叩
『
ω・
∞口同一
巾
「
(
包) ョ
ロ0
5
宮門
巾吋印
白コ仏
当
ユロ
2
4
2
Z 3

(
同
也
市W
N

∞
E
n
r
d〈
巾
=)

ー
か
ら
3
まで
はコ
ーパ

ス
言
語
学の
論
文
集
で 、
研
究
対
象と
し
てい
る

言
語は
1
と
2
が
英
語 、
3
は
そ
の
他の
言
語も扱っ
てい
る 。
3
は
特に
話

し
言
葉に
焦
点を
当て
てい
る
と
こ
ろ
に
特色が
あ
る 。
ど
れ
も
巻
末に
世
界

中のコ
ーパ

ス
の
紹
介が
あ
り

便
利で
あ
る 。
各コ
ーパ

ス
の
説
明
は
2
と
3

が
詳しい 。
4
はコ
ーパ

ス
言
語
学を
も
含ん
だコ
ン
ピュ
ー

タ
言
語
学全
般

の
概
説
書で 、
最
近
の
海
外の
動向を
把
握す
るこ
と
が
で
き
る 。

三
・

四

著
作
権
を
め
ぐ
る
動
き

電
子
化テ
キス
ト

の
普
及に
とっ
て 、
「
著
作権」
をは
じ
め
と
す
る「
知
的

所
有
権」
の
問
題は
大き
な
足か
せ
と
な
る 。
こ
の
問
題
を
め
ぐっ
て
は一
九

九二
年だ
け
で
三
つ
の
会が
聞か
れ
てい
る 。
六
月
十五
日に
聞か
れ
た
日
本

電
子
出
版協
会(]
巴YE
主
催「
第一
回
国
際電
子
出
版
展」
特
別フォ
ー

ラム
の
メ
イン
テ
lマ

が「
電
子
出
版
を
め
ぐ
る
知
的
財
産
権
問
題につ
い
て」

で 、
そ
れ
か
ら
三
カ
月
後
の
九
月
十九
日
に
聞か
れ
た
計
量
国
語
学
会
第三
十

六
回
大
会に
お
い
て 、
「
デ
ー

タベ
ース
と
知
的
所
有
権」
と
題
す
る 、
弁
護士

椙
山
敬士
に
よ
る
特
別
講
演が
あっ
た 。
さ
ら
に
そ
の三
カ
月
後の
十二
月
十

日に
は
情
報
知
識
学
会が
シ
ン
ポ
ジ
ウム
「テ
キス
ト・
デ
ー

タベ
ース

の
著

作
権」
を
開
催
し
てい
る 。
こ
の
よ
う
に 、
こ
の
問
題に
対す
る
関
心は
極め

て
高い
の
だ
が 、
ど
の
会
で
も 、
テ
キ
ス
ト
デ
ー

タベ
ー

ス
と
知
的所
有
権の

関
係につ
い
て
は「
ま
だ
よ
く

分か
ら
ない」
とい
う
結
論に
終わっ
てい
る 。

そ
の
原
因の一
つ
と
し
て
は 、
日
本で
は
ま
だ
裁
判
沙
汰に
なっ
たこ
と
が
な
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い
の
で 、
参
考に
す
る
判
例が
ない
とい
うこ
と
が
あ
げ
ら
れ
る 。

海
外
で
も
こ
の
著
作
権は
相
当に
問
題
と
なっ
て
い
る
ら
し
く 、

伊
藤
雅
光

が
行っ
た 、
世
界の
テ
キ
ス
ト
ア
ー

カ
イ
ヴへ
の
アン
ケ
ー
ト
の
中で 、
管理・

運
営
上
で
の一
番
の
問
題
が
こ
の
著
作
権で
あっ
た(「
海外の
テキス
ト・ア
l

カ
イ
ヴ
に
お
け
る
管
理・
運
営
上
の
問
題
点
に
つ
い
て
||アンケ
ート

調査
報告」
『
国

立
国語
研
究所
報告」
川
研究
報
告集日) 。
と
に
か
く
著
作
権
保
持
者か
ら
許

可
を
と
る
ま
で
に
か
か
る
時
間と
労
力は
大
変
な
も
の
ら
し
く 、
著
作
権に
ふ

り
因
さ
れ
て 、
疲
れ
果て
てい
る
担
当
者の
姿
が
自に
浮ぶ
よ
う
で
あ
る 。
そ

の
解
決
策
を
示
し
た
な
か
で
実
際
的
だっ
た
の
は 、
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イル
の「
購

入
を
よ
り
多
く
し 、
作
成を
よ
り
少
な
く
す
る」
と
い
う 、
ジョ
ー

ジ
タ
ウ
ン

大
学か
ら
の
解
答
だっ
た 。

三
・

五

新
し
い
電
子
化
資
料

平
成
四
年
度
国
語
学
会
春
季
大
会
の
テ
lマ

発
表が「
国
語
研
究
資
料の「
電

子
化」
と
そ
の
利
用」
で
あっ
た
こ
と
は
前
述
し
た
が 、
そこ
で
は
従
来か
ら

使
用
さ
れ
て
き
た
文
字
デ
ー

タ
の
資
料に
加
え
て 、
音
声
デ
ー

タ
と
画
像
デ
ー

タ
の
利
用
に
関
す
る
発
表
も
行
わ
れ
て
い
る 。
【
板
橋
秀一「
日
本
語
方
言
音
声

デ
ー

タベ
ー

ス
に
つ
い
て」
(『
国語学』
川) 、
伊
藤
雅
光(幻・9)
「
電
子
化テ

キ
ス
ト
と
画
像
デ
ー
タ」
(『国
語
学』
川)】

言
語
研
究
資
料と
し
て
は 、
音
声
デ
l

タ
の
方
が
早
く
か
ら
利
用
さ
れ
て
お

り 、
す
で
に
大
規
模
な
音
声
デ
ー

タベ
ー

ス
が 、
い
ろ
い
ろ
な
機
関
で
構
築
さ

れ
て
い
る 。
「
日
本
音
響
学
会
誌』
(必ーロ)
で
「
出
揃っ
た
音
声
デ
ー

タベ
ー

ス」
を
特
集
し
て
い
る
の
で 、
そ
れ
に
よ
り
日
本の
音
声
デ
ー

タベ
ー

ス
開
発

の
現
状を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る 。
【
小
林
哲
則・
板
橋
秀一
・

速
水
悟・
竹

沢
寿
幸
「
日
本
音
響
学
会
研
究
用
連
続
音
声
デ
ー

タベ
ー

ス」 、
匂
坂
芳
典・
浦

谷
則
好
「〉吋初
音
声・
言
語デ
ー

タベ
ー

ス」 、
田
中
和
世・
速
水
悟
「
電
総

研
の
研
究
用
音
声
デ
ー

タベ
ー

ス」 、
牧
野
正
三・
二
矢
田
勝
行・
真
船
裕
雄・

城
戸
健一
「
東
北
大t
松
下
単
語
音
声
デ
ー

タベ
ー

ス」 、
板
橋
秀一
「
文
部
省

「
重
点
領
域
研
究」
に
よ
る
音
声
デ
ー

タベ
ー

ス」】

単
発
論
文
で
は
村
上
仁一
「〉吋河
対
話
デ
ー

タベ
ー

ス
の
内
容
と
分
析」

(『日
本語学』
H
m)
が
あ
る 。

音
声
デ
ー

タベ
ース
を
使っ
た
古
典
資
料
研
究と
し
て
は 、
伊
藤
雅
光
「
音

声
付
き
用
例
検
索シ
ス
テム
に
つ
い
て
||「平幽」録音資料批判を事例研究として」

(『国語学」
問 、
要旨)
が
あっ
た 。
伊
藤は
こ
の
な
か
で 、
同
じ
「
平
曲」
の

語
り
手で
あっ
て
も 、
語っ
た
時
期が
違
う
と 、
音
調や
単
語の
面
で
違い
が

出
て
く
る
場
合が
あ
るこ
と
を
明
ら
か
に
し
て
お
り 、
文
献
学に
お
け
る
本
文

批
判に
相
当
す
る
よ
う
な
資
料
批
判が 、
録
音
資
料
を
扱
う
場
合に
も
必
要で

あ
るこ
と
を
主
張
し
て
い
る 。
そ
し
て 、
そ
の
た
め
に
は
音
声
デ
ー

タベ
ー

ス

が
不
可
欠
で
あ
る
と
結
論
づ
け
てい
る 。

一
方 、
画
像
デ
l

タ
は
ま
だ
ほ
と
ん
ど
言
語
研
究
資
料と
し
て
は
活
用
さ
れ

て
お
ら
ず 、
さ
き
の
伊
藤(幻・
9)
以
外で
は 、
わ
ずか
に
小
林
芳
規・
小
林
文

明「
画
像
処
理
に
よ
る
角
筆
文
献
の
判
読
法」(「内
海文化研究紀要・
広島大
学』

辺 、
北
村
啓
子「
計
算
機
で
写
本
版
本
を
読
む
写
本
版
本
を
計
算
機で
扱
う

た
め
のマ
ル
チ
メ
ディ
ア
デ
ー

タモ
デル」
(『国文
学研究
資料館紀要」一
九)

が
あ
る
く
らい
で
あっ
た 。
た
だ
し 、
大
規
模な
画
像
デ
ー

タベ
ー

ス
は
美
術

館や
博
物
館
な
ど
で
の
応
用が
か
な
り
進
ん
で
お
り 、
そ
の
現
状は
「
特
集・

画
像
デ
ー

タベ
ー

ス」
『
情
報
処
理」
(おt5)
で
紹
介
さ
れ
てい
る 。
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園 、

自
然
言
語
処
理
(
基
礎
的
研
究)

四

概
観



情
報
処
理
学
会
の
内
部
研
究
会
「
自
然
言
語
処
理
研
究
会」
の
平
成二
1四

年
度の
研
究
発
表
状
況が 、
『
情
報
処
理」(幻
7 、

引・7) 、
三
四
巻
七
号(目・

7)
に
掲
載さ
れ
てい
る
の
で
紹
介
す
る 。

分
野

凶
年
度

構
文
解
析

凶

意
味
解
析

日

機
械
翻
訳

文
脈
処
理

形
態
素
解
析

辞
書

ソ
フ
ト
ウェ
ア
ツ
lル

対
話シ
ス
テ
ム

文(
章)
生
成

会
議
報
告

情
報
検
索

言
語
分
析

情
報の
自
動抽
出

文
法

立日
吉田'

1

4

「
構
文
解
析 、
意
味
解
析 、
機
械
翻
訳」
の
研
究が
多い
が 、
こ
の
分
野が

昔か
ら
活
発で
あっ
たこ
と
は 、
過
去
十
年
間の
数
値
を
見る
と
分か
る 。「
文

脈
処
理」
は 、
こ
の
三
年
間で
過
去
十
年
間の
う
ち
の
半
分
以
上
の
発
表が
行

わ
れ
てい
るこ
と
か
ら 、
最
近
に
なっ
て
盛
ん
に
なっ
たこ
と
が
分か
る 。
研

究
対
象と
す
る
単
位が 、
文ま
で
の
研
究
か
ら 、
文
章を
も
視
野に
入
れ
た
研

究へ
と
変
化しつ
つ
あ
る
状
況が
読み
取
れ
る 。
ま
た 、
文
単
位
の
研
究
も 、

8 7 6 3 2 2 2 

数理的研究

四
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度
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構
文
解
析
と
意
味
解
析の
両
方に
関わ
る
研
究
発
表が
目立つ
よ
う
に
なっ
た

た
め 、
上
記
の
分
類が
実
情に
合
わ
な
くなっ
て
き
てい
る
とい
う
指
摘(「情

報処
理』
引・
7)

が
あ
る 。

「
情
報
処
理」
(幻・7)
で
「
自
然
言
語処
理
技
術
の
最近
の
動
向」
とい
う

特
集が
組ま
れ
て
お
り 、
そ
れ
に
よ
る
と 、
応
用シ
ス
テム
で
は
革
新
的な
も

の
は
ま
だ
出てい
ない
が 、
基
礎
研
究で
は
つ
ぎの
よ
う
な
新しい
動き
が
あ

っ
た
とい
う 。

①
暖
昧さ
の
解
消
を 、
制約(n
g巳35円)
や
選
好(匂おな3
5巾)
と
し
て

の
知
識を
必
要に
応
じ
て
用い
る 、
動
的な
問題と
して
捉え
る
流れ 、
②
文

法
的に
不
適
格な
文(己
工ag
amgRR巾)
な
ど
を
受け
付け
る
頑
健な
処

理
を
目
指
す
ア
プ
ロ
ー

チ 、
③
超
並
列
処
理
の
自
然
言
語へ
の
応
用 、
④
文

(おコ丹市コnm)
を
越
え
た 、
意
味
的なつ
な
が
り
の
あ
る
文
章(円
ZH)
の
生
成 、

⑤
構
文
解
析(
E35間)
と
文生
成(問
gR丘一口口)
を
統一
的な
枠
組み
で
処

理
す
る
動き 。

な
お 、
さ
き
の
特
集の
内
容は
専
門
性が
高い
の
で 、
こ
れ
ら
の
前につ
ぎ

の
入
門
講
座
を
読ま
れ
るこ
と
をお
薦
め
す
る 。
岡田
直
之・
中
村
順一
「
自

然
言
語処
理
入
門
1
1W」

(『情報処
理』
Mlu
iお12) 。
ま
た 、
さ
ら
に

詳
し
くは
同
著
者
岡田
に
よる『
自
然
言
語
処
理
入
門」
(共立出版 、
引)
も
あ

る 。四
・

ニ

電
子
辞
書 、

情
報
の
自
動
抽
出

電
子
辞
書は
そ
の
利
用
目
的に
よ
り 、

二
つ
に
分か
れ
る 。
一
つ
は 、
人
間

に
とっ
て 、
よ
り

便
利で
使い
勝
手の
よい
辞
書で 、
も
う一
つ
は
自
然
言
語

処
理
の
た
め
の
辞
書で
あ
る 。
つ
ぎ
のa 、
b
は
前
者 、
c 、
d
は
後
者に
関

連
し
た
論
考で
あ
る 。
な
お 、
a 、
b
は
応用
研
究に
入
るが 、
便
宜
上こ
こ
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で
取上
げ
た 。

a
野
村
雅
昭「
人
間の
た
め
の
電
子
辞
書の
可
能
性」
(「応
言』
5)
は 、
文

章
作
成
時の
推
敵が
容
易に
な
る
「用
言
言い
換え
辞
書に
よ
る
実
験シ
ス
テ

ム」
の
紹
介
と 、
野
村が
期
待す
る
今
後の
改
良
点につ
い
て
述べ
てい
る 。

b
一
冊の
図
書
を
点訳
す
る
と 、
そ
のペ
ー

ジ
数は
普
通の
図
書で
数
倍か

ら
数
十
倍 、
辞
書の
場
合は
数
百
倍に
な
る
とい
う 。
こ
れ
が
視
覚
障
害
者の 、

高
等
教
育
機
関で
の
英
語の
勉
強
を
困
難に
し
てい
た
とい
わ
れ
てい
る 。
そ

の
困
難
を
解
消す
る
点
字
英
和
辞
書
検
索シ
ス
テム
が
開
発
さ
れ
た 。
浅
川
千

恵
子「
点
字
英
和
辞
書
検
索シス
テム」
(『論
文誌』
M18)
は 、
点
字デ
ー

タ

の
作
成か
らシス
テム
開発
に
至
る
ま
で
の
経
過
報
告で
あ
る 。

C
宮
崎正
弘・
池
原
悟・
横
尾
昭
男「
複
合
語の
構
造
化に
基づ
く

対
訳
辞

書の
単
語
結
合
型
辞
書
引き」
(「論文誌」
M14)
は 、
機
械
翻
訳シ
ス
テム
の

解
析
辞
書(日
本語辞書)
と
変
換
辞
書(対訳
辞書)
に
見出
し
語を
収
録す
る

際の
基
準・
条
件
を
示
し 、
各
種
辞
書の
単
語
収
録
単
位の
違い
を
吸
収す
る

も
の
と
し
て 、
単
語
結
合
型
辞
書
引き
を
提
案
し
た
論
文 。

d
宇
都
呂
武
仁・
松
本
裕
治・
長
尾
真は 、
自
然
言
語
処
理の
た
め
の
大
規

模
な
意
味
辞
書
を 、
自
動
的にコ
ーパ

ス
か
ら
構
築
す
るこ
と
を
最
終目
的
と

す
る
実
験を
行っ
てい
る 。
そ
の
成
果の一
つ
が
「日
英
対
訳
文
間の
素
性
構

造
照
合に
よ
る
統
語
的
暖
昧
性の
解
消」
(『論文
誌』
お
ロ)
で 、
日
英の二
言

語
聞の
翻
訳
例
を
構
文
解
析し
て 、
そ
の
結
果
を二
言
語
間で
比
較す
る
とい

う
方
法で
統
語
的
暖
昧
性の
解
消に
ア
プロ
ー

チ
し
てい
る 。
さ
ら
に
「二
言

語
対
訳コ
ーパ

ス
か
ら
の
動
詞の
格フ
レ
ーム

獲
得」
(『論文誌』
M』5)
で
は

二
言
語
対
訳コ
ーパ

ス
か
ら
の
日
本
語の
動
詞
の
表
層
格フ
レ
ーム

を
獲
得す

る
手
法
を
提
案し
てい
る 。

北
研二・
小
倉
健
太
郎・
森
元
逗・
矢
野
米
雄
「
仕
事量
基
準
を
用い
たコ

ーパ
ス
か
ら
の
定
型
表現の
自
動
抽出」
(『論文誌』
M19)
は 、
形
態
素
解
析

の
精
度を
向上
させ
る
た
め
に 、
コ
ーパ

ス
か
ら
抽
出し
た
慣用
表
現や
定型

表
現
な
ど
の
複
合
表現を 、
一
つ
の
ま
と
ま
りと
し
て
処
理
す
るこ
と
を
考え

て
お
り 、
そ
の
た
め
の
自
動
抽
出
方
法
を
提
案し
てい
る 。

下
村
秀
樹・
並
木
美
太
郎・
中川
正
樹・
高
橋延
匡
「
最小コ
ス
トパ
ス
探

索モ
デル
の
形
態
素
解
析に
基づ
く
日
本
文
誤
り
の
検
出の一
方
式」
(『論文

誌』
お14)
は 、
形
態
素
解
析処
理
に
基づい
て 、
日
本文の
誤
り
を
検
出す

る
新しい
手
法(コス
ト比

較法)
と 、
そ
の
誤
り

検出
能
力
を
提
示
し
た
も
の 。
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四
・

三

形
態
素
解
析

つ
ぎ
の二
つ
の
論
文は 、
い
わ
ゆ
る
「
頑
健な
形
態
素
解
析」
を
目
指
し
た

も
の
で
あ
る 。

永井
秀
利・
日
高達
「
日
本
語に
お
げ
る
単
語の
造
語モ
デル
と
そ
の
評
価」

(『論文誌』
M19)
は 、
べ
た
書き
日
本
語文の
形
態
素
解
析で
問
題と
な
る 、

未
登
録
語の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の 、
単
語の
造
語モ
デル
を
示し
てい
る 。

現
在の
形
態
素
解
析は
ほ
と
ん
ど
が
書き
言
葉
を
対
象と
し
てい
るが 、
書

き
言
葉の
中で
も
八
話し
言
葉
調Vの
形
式
的で
ない
表現を
対
象に
し
た
の

が 、
荻
野
紫
穂「
形
式
的で
ない
表
現に
お
け
るかんH
H

ちゃ。
。じゃ0

8
きや。
の
接
続上
の
性
質」(『計国』
MMtl)
で
あ
る 。
標
題
中の
語は 、
み

な
話し
言
葉に
よ
く
出て
く
る
融
合形で
あ
るが 、
こ
れ
らの
接
続
関
係の
調

査
を
し
た
も
の
で
あ
る 。

四
・

四

構
文
解
析 、

意
味
・

構
文
解
析

構
文
解
析の
研
究で
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
行わ
れ
てい
な
かっ
た 、
長い
文

を
正
し
く

解
析す
る一
つ
の
試み
が 、
黒
橋
禎夫・
長
尾
真「
長い
日
本
語
文



に
お
け
る
並
列
構
造の
推
定」(『論文誌』
お』8)
で
あ
る 。
長い
文
と
な
る
主

な
原
因は 、一
文
中に
多
く
の
内
容が
並
列
的に
述べ
ら
れ
てい
るこ
と
だ
が 、

そ
の
並
列
構
造
を
正
し
く

認
識す
る
た
め
の
手
法
を
提
案
し
てい
る 。

従
来は
構
文
解
析
の
後 、
意
味
解
析
を
行っ
て
き
たが 、
構
文・
意
味・
そ

の
他の
解
析
を
総
合
的に
行お
う
とい
う
試み
が 、
金
寺
登・
船
田
哲
男・
正

木
健・
浅
田
和
義「
連
続
音
声
認
識に
適
し
た
構
文
意
味
解
析につ
い
て」(『石

川工
専紀要』
M)
で
あ
る 。
具
体
的に
は
意
味
構
造
を
文
脈
自
由
文
法に
組
込

む
方
法
を
とっ
てい
る 。
こ
の
研
究は
連
続
音
声
認
識シ
ス
テム
の
構
築の
た

め
の
基
礎
研
究で
あ
る 。

数理的研究

四
・

五

対
話
シ
ス
テ
ム
の
た
め
の
基
礎
的
研
究

音
声
対
話に
お
け
る
発
詩
文は 、
い
ろい
ろ
な
話しこ
と
ば
特
有
の
特
徴
を

もっ
てい
る
た
め 、
こ
れ
ま
で
の
書きこ
と
ば
に
対す
る
自
然
言
語の
解
析
手

法
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
と 、
い
ろい
ろ
と
問
題が
出て
く
る 。
こ
れ
ら
を
解

決
す
る
た
め
の
研
究が
盛ん
に
な
りつ
つ
あ
る 。

柏
岡
秀
紀・
高
野
敦
子・
平
井
誠・
北
橋
忠
宏
「
対
話
参
加
者
の
知
識
状
態

を
用い
た
省
略
語の
補
充」(『論文誌」
お;日)
は 、
対
話で
成
立
す
る
協
調原

理
を
具
体
化し
た
規
則
を
用い
て 、
対
話
参
加
者の
知
識を
推
定し 、
そ
の
知

識
状
態
を
利
用
し
た
省
略
語
補
充
の
処
理
と 、
そ
れ
に
伴
う
知
識の
管理
につ

い
て
述べ
る
と
と
も
に 、
対
話
参
加
者の
知
識の
表
現形
式お
よ
び
協調
原
理

を
具
体
化
し
た
規
則につ
い
て
述べ
てい
る 。

山
本
幹
雄・
小
林
聡・
中
川
聖一
「
音
声
対
話
文に
お
け
る
助
調
落
ち・
倒

置
の
分
析
と
解
析
手
法」
(『論文誌』
おtH)
は 、
名
調
文
節の
助
調
落
ち
と
倒

置に
つ
い
て 、
実
際の
音
声
対
話
文
訳
て
八
O
O
文
を
分
析し 、
そ
の
結
果

を
も
と
に
し
た
解
析
手
法
を
提
案
し
てい
る 。

四
・

六

推
敵
支
援
の
た
め
の
基
礎
的
研
究

コ
ン
ピュ
ー

タに
よ
る
日
本
語
文
書の
推
厳
支
援に
おい
て 、
長
文
の
推
敵

機
能
を
実
現す
る
た
め
に
は 、
文
を
分
割す
るこ
と
に
よっ
て
適
切
な
文に
書

き
換え
る 、
文
分
割
の
技
術
を
確
立
す
る
必
要が
あ
る 。
武
石
英二・
林
良
彦

「
接
続
構
造
解
析に
基づ
く
日
本
語
複
文
の
分
割」(「論文誌』
お'5)
は 、
複

文
を
対
象と
し
た
接
続
構
造
解
析に
基づ
く

文
分
割
方
式
を
提
案
し
てい
る 。

五 、

自
然
言
語
処
理
(
応
用
的
研
究
・

機
械
翻
訳)

五
・

一

概
観

「
情
報
処
理」
(Mlm)
で
「
自
然
言
語処
理
技
術
の
応用」
とい
う
特
集が

組ま
れ
て
お
り 、
そ
の
現
状
を
把
握す
るこ
と
が
で
き
る 。
応用
的
研
究は
多

岐に
わ
たっ
てい
るが 、
本
展
望で
は
こ
れ
ら
の
な
か
で
も
中心
的と
目さ
れ

る
「
機
械
翻
訳」
の
動
向
を
扱
うこ
と
に
す
る 。

機
械
翻
訳
の
研
究は
現
在日
本の
研
究が
世
界を
リ
ー
ド
し
て
お
り 、

研
究

交
流の
活
動の
場
も
日
本で
行
わ
れ
るこ
と
が
多い 。一
九
九一
年四
月
に「
日

本
機
械
翻
訳
協
会(』玄〉吋こ
が
発
足し 、
さ
らに
同
年
九
月
に「
機
械
翻
訳
国

際連
盟」
が
発
足し
た 。
一
九
九三
年一
月に
は
A
T
R
音
声
翻
訳
通
信研
究

所が
日 、
米 、
独
を
結ん
で 、
世
界
初
の
自
動翻
訳
電
話
の
実
験に
成
功し
て

い
る 。
ま
た
同
年
七
月に
は
T
M
I

回(機械翻訳の
技術・
理論問題)
が
京

都で 、
第四
回
機
械
翻
訳
サ
ミッ
トが

神
戸で
同
時
開
催さ
れ 、
世
界
各
国か

ら
研
究
者が
集
ま
り 、

研
究
発
表と
討
論が
行
わ
れ
た 。
こ
の
よ
う
な
活
発な

研
究
交
流が
あ
る一
方で
は 、
機
械
翻
訳
研
究が
現
在い
ろい
ろ
な
問
題に
直

面
し
て
お
り 、
い
わば
停
滞
期に
入っ
てい
るこ
と
も
確か
で
あ
る 。
し
か
し 、
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機
械
翻
訳
の
研
究
は
五
0
年
代
半
ば
か
ら、

ほ
ぽ
十
年
ご
と
に
発
展
と
停
滞
を

繰
り
返
し
て
き
て
お
り
(
ジ
ョ
ン
・
ハ
ッ
チ
ン
ズ

M
T
サ
ミ
ッ
ト
招
待
講
演)、

新

た
な
る
発
展
の
た
め
の
休
養
期
間
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う。

五
・

二

機
械
翻
訳
が
抱
え
る
問
題

今
年
三
月
三
十
日
に
行
わ
れ
た
「
自
然
言
語
処
理
の
技
術
動
向」

調
査
報
告

会
の
開
会
に
あ
た
っ
て、
研
究
調
査
代
表
者
の
長
尾
真
の
あ
い
さ
つ
の
な
か
で、

自
然
言
語
処
理
研
究
が
置
か
れ
て
い
る
困
難
な
状
況
を、

つ
ぎ
の
よ
う
に
話
し

て
い
る。

一
、

基
礎
的
研
究
の
行
き
詰
り

ご

九
九
0
年
代
に
入
り、

機
械
翻
訳
シ
ス
テ
ム
も
あ
る
意
味
で
は
普
及

し
た
が、

そ
こ
で
分
か
っ
て
き
た
こ
と
は、

辞
書
が
数
万
語、

十
万
語
と

な
り、

文
法
規
則
が
一

O
O
O
や
一

五
O
O
以
上
に
な
っ
て
も、

な
お
か

っ
き
ち
ん
と
自
然
言
語
が
処
理
で
き
な
い
。

ど
う
し
た
ら
い
い
か
。
」

二
、

機
械
翻
訳
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
ユ
ー
ザ
ー
の
不
評

「
産
業
界
の
方
で
も
機
械
翻
訳
シ
ス
テ
ム
が
不
完
全
な
の
で、

使
っ
て
見

た
け
れ
ど
も、

よ
ほ
ど
う
ま
い
使
い
方
を
し
な
い
と
便
利
な
道
具
と
し
て

評
価
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
」

三、

不
況
の
影
響

「
一

方
で
は
経
済
の
後
退
も
あ
り、

企
業
が
苦
し
ん
で
い
る。

そ
う
す
る

と、

い
ろ
い
ろ
な
研
究
開
発
活
動
を
縮
小
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り、

機
械
翻
訳
や
自
然
言
語
処
理
と
い
っ
た
利
益
に
つ
な
が
ら
な
い
も
の
は、

カ
ッ
ト
し
て
し
ま
お
う
と
い
う
こ
と
に
な
る。

い
っ
た
ん、

こ
の
よ
う
な

仕
事
が
中
断
さ
れ
る
と
再
開
は
非
常
に
難
し
く
な
る。
」

「
研
究
の
行
き
詰
り
」

と
い
う
の
は、

自
然
言
語
処
理
の
う
ち、

形
態
素
解

析、

構
文
解
析、

意
味
解
析
ま
で
は
か
な
り
技
術
が
向
上
し
て、

実
用
的
な
シ

ス
テ
ム
の
中
に
も
持
込
ま
れ
て
い
る
が、

残
っ
た
文
脈
処
理
の
研
究
が
ま
だ
初

歩
的
段
階
に
あ
り、

そ
の
解
決
が
容
易
で
は
な
い
こ
と
を
指
し
て
い
る(
坂
本
義

行
(
幻)
「
機
械
翻
訳
の
現
状
と
将
来」
『
情
報
管
理』

お

4)
。

ま
た、

右
の
よ
う
な
技
術
面
だ
け
で
は
な
く、

理
論
面
で
も
限
界
が
来
て
い

る。

こ
れ
に
関
し
て
草
薙
裕
は、

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
言
語
学
が
今
後
形
式
化
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
の
う
ち
で
も、
「
言
語
の
使
用
の
際
に
人
聞
が
用

い
る
い
ろ
い
ろ
の
現
象
を
ど
う
扱
う
か
」

が
大
問
題
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る。

そ
の
な
か
か
ら、
「
前
提、

知
識、

語
用
論、

言
語
化
の
過
程」
を
取
り
上
げ
て、

そ
れ
ら
を
形
式
化
す
る
こ
と
の
困
難
さ
を
指
摘
し
た
(
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
言
語

学」
『
言
語』

幻
I
U)
。

「
ユ
ー
ザ
ー
の
不
評」

の
最
大
の
原
因
は、

現
在
の
機
械
翻
訳
シ
ス
テ
ム
が

未
完
成
品
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る。

機
械
翻
訳
シ
ス
テ
ム
の
目
的
は
つ
ぎ

の
三
つ
に
な
る。

付
翻
訳
支
援
シ
ス
テ
ム、

同
限
定
さ
れ
た
前
編
集
と
後
編
集

の
み
を
必
要
と
す
る
シ
ス
テ
ム、
臼
最
終
目
的
の
全
自
動
機
械
翻
訳
シ
ス
テ
ム
。

現
在
の
シ
ス
テ
ム
は
一

と
二
の
段
階
で
あ
っ
て、

三
は
当
分
の
聞
は
研
究
段

階
の
ま
ま
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
る
(『
A
I
白
書

明」

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
エ

イ
ジ)
。

こ
の
よ
う
な
現
状
は、
「
機
械
翻
訳(
M
T)
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

(
幻・
1・
u、

日
本
電
子
工
業
振
興
協
会
主
催)

の
テ
l
マ
に
も
色
濃
く
反
映
し
て

お
り、

シ
ス
テ
ム
の
「
開
発」

よ
り
も
「
利
用」

に
比
重
が
か
か
っ
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
と
な
っ
た。

「
ユ
ー
ザ
ー
の
不
評」

の
原
因
は
ユ
ー
ザ
ー
側
に
も
あ
る。

機
械
翻
訳
が
得

意
と
す
る
文
章
は
「
文
の
つ
く
り
が
き
ち
ん
と
し
て
い
る
説
明
文
や
論
文」

で

あ
っ
て、

次
の
よ
う
な
文
章
は
不
得
意
で
あ
る
。
「
文
学
作
品」、
「
会
話
や
日
常

生
活
的、

感
覚
的
表
現、

含
み
の
多
い
表
現」
(
石
綿
敏
雄「
機
械
翻
訳
の
現
段
階」
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『
言語」
幻11) 、
「
だ
ら
だ
ら
と
書か
れ
た
長い
文(
八
O
文
字以
上
の
日
本
語

文 、
三
O
単
語
以
上
の
英
語
文)」
(
長尾
真
M
T
シン
ポ
講
演 、
目・
l) 。

そ
れ
に
対し 、「ュ
l

ザ
は 、
ど
ん
な
文
章に
対し
て
も
良
質
な
翻
訳が
得ら
れ

る
と
誤
解し
てい
る 。」(坂
本
官) 。
さ
ら
に
翻
訳
家で
も
訳せ
ない
よ
う
な
文

を
書
く 、
ユ
ー

ザ
ー

の
文
章
能
力
の
低さ
も
指
摘さ
れ
てい
る 。

な
お 、
こ
の
よ
う
な
書き
手
側に
問
題が
あ
る
場
合に
つ
い
て 、
水
谷
静
夫

「
新
聞
記
事
中の
日
附
表
現」
(『計
図』
Ml5)
に
報
告が
あ
る 。
こ
こ
で
は
新

聞
記
事
の
な
か
に
見ら
れ
る
「
O
O日
ま
で
に
ーし

た」
と
か
「
1こ
と
が
O

O日
ま
で
に
わ
かっ
た」
とい
う
奇
妙な
言い
回し
が
「
記
者
側の
手
前
勝
手

な
表
現」
で 、
か
えっ
て
読
者に
誤
解
を
与え
てい
るこ
と
を 、
学
生
を
被
験

者に
し
た
実
験で
明ら
か
に
し
てい
る 。

数理的研究

五
・

=一

機
械
翻
訳
の
研
究

機
械
翻
訳シス
テム
の
翻
訳
方
式は 、
「
規
則
方
式」
と「
用
例
方
式」
の二

つ
に
分け
るこ
と
が
で
き
る 。
「
規
則方
式」
とい
う
の
は 、
簡
単にい
う
と
文

法
規
則
と
電
子
化辞
書に
よっ
て 、
文の
解
析・
変
換・
生
成を
行っ
て
翻
訳

す
る
方
式
で
あ
る 。
現
在
商
用
化さ
れ
てい
る
シ
ス
テム
は 、
み
なこ
の
方
式

に
よっ
て
い
る 。
さ
きに
取
上
げ
た
研
究の
行
き
詰
り
とい
う
の
は 、
実は
こ

の
方
式に
関し
て
のこ
と
で
あ
る 。

こ
れ
に
対し
て
まっ
た
く

発
想
を
異に
し
た
方
式が「
用
例
方
式」
で
あ
る 。

こ
の
方
式
は
豊
富な
用
例
の
な
か
か
ら 、
翻
訳し
たい
文
と
よ
く

似
た
文
の
翻

訳
例
を
見つ
り 、
そ
れ
を
模
倣す
る
とい
う
方
法を
と
る 。
例
え
ば 、
ω
「
君

は
水
泳が
大
変
う
まい」
と
い
う
文
を
翻
訳
す
る
場
合 、
ま
ず
ω
「
君は
まっ

た
く
芝
居が
う
まい」
とい
う 、
よ
く

似た
文
を
検
索し 、
そ
の
日
本
語文に

付い
てい
る ョペOR
Z

RZ
ぺ w
とい
う
翻
訳
例
を
ま
ね
て 、

ョ

同
mH.巾同門

JヘO己イ巾担問吋
g
Z
豆BBR・ --
とい
う
ωの
訳
を
作
る 。
こ
うい
う
方
法で
あ

る(
佐
藤
理史「
実例
に
基
づ
く

翻
訳」「
情
報
処
理」
お16) 。
た
だ
し 、
こ
の
方

式は
ま
だ
「
察
明
期で
あ
り 、
統一
し
た
用
語や
見
解が
ない
ま
ま 、
個々
の

研
究が
進
め
ら
れ
てい
る」
状
況に
あ
る 。
現
在は
そ
の
基
礎
研
究と
し
て
の

対
訳
デ
ー

タベ
ー

ス
と 、
そ
の
検
索シ
ス
テ
ム
の
開
発が
行わ
れてい
る(堤登

「
機
械
翻
訳
の
た
め
の
対
訳
文
デ
ー

タ
ベ
ー

ス
か
ら
の
意
訳
文
の
抽
出」『
有
明
工
専
紀

要」
初 、
など) 。
機
械
翻
訳
研
究の
行
き
詰り
の
打
開
策の一
つ
と
し
て
今
後の

発
展が
注
目さ
れ
る 。

以
下 、
日
英・
英日
翻
訳
研
究の
な
か
で 、
純
粋に
技
術
的な
論
文で
は
な

く 、
比
較
的
言
語
寄り
の
論
文で
自につ
い
た
も
の
を
紹
介す
る 。

田
中英
輝・
相
沢
輝
昭
「基
本
動調と
動
作
名
調
の
組み
合
わせ
表
現の
英

日
機
械
翻
訳
手
法」
(『論
文誌』
M
2)
は 、
英文ニ
ュ
ース

で
頻
繁に
出て
く

る
「
基
本
動
調と
動
作
名
調
の
組み
合
わせ
に
よ
る
多
様な
表現」
を
精
度良

く
翻
訳
す
る
た
め
の
手
法を
紹
介し
てい
る 。

中
岩
浩
巳・
池
原
悟
「
日
英
翻
訳シス
テム
に
お
け
る
用
言
意
味
属
性
を
用

い
た
ゼロ
代
名
詞
照
応
解
析」(『論文誌」
Ml8)
は 、
用
言が
持つ
意
味
的
属

性に
着
目し 、
ゼロ
代
名
調が
支
配さ
れ
る
用
言の
意
味
属
性と 、
そ
れ
と
照

応
す
る
格
要
素
候
補が
支
配さ
れ
る用
言の
関
係か
ら 、
文
脈
を
調べ 、
照
応

格
要
素
を
決
定す
る
とい
う
解
析
手
法を
提
案
し
てい
る 。

池
原
悟・
横
尾
昭
男
「
日
英
機
械
翻
訳の
た
め
の
意
味
解
析用
の
知
識と
そ

の
分
解
能」(『論
文誌』
M
8)
は 、一言語
過
程
説の
立
場か
ら
言
語
表現の
意

味
を 、
「
表
現」
に
結びつ
け
ら
れた
「
対
象」
と
話
者の「
認
識」
の
関係と

捉
え 、
「
意
味処
理」
を 、
言
語
表
現に
用い
ら
れ
た
言
語
規
範の
種
類
を
判
別

す
る
「
意
味
解
析」
と 、
話
者と
対
象
世
界と
を
関
係 .つ
け
る
「
意
味理
解」

の二
つ
に
分け
るこ
と
を
提
案し
てい
る 。
時
枝
誠
記の一一一口
語
観
を
意
味
解
析
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に
応用
し
て
い
る
と
こ
ろ
がユ
ニ
ー

ク
で
あ
る 。

江
原
嘩
将・
小
倉
健
太
郎・
篠
崎
直
子・
森
元
逗・
樽
松
明
「
電
話
ま
た
は

キ
ー

ボ
ー
ド
を
介
し
た
対
話
に
基づ
く

対
話
デ
ー

タベ
ー

ス
A
D
D
の
構
築」

(『論
文
誌』
お14)
は 、
自
動
翻
訳
電
話
の
た
め
に
構
築
し
た
英
日
対
話
デ
ー

タ

ベ
ー

ス
の
紹
介
を
し
て
い
る 。
日
本
語だ
け
で一
O
O
万
語
以
上
の
大
規
模
な

デ
ー

タベ
ー

ス
で 、
事
前
に
行っ
た
各
種の
言
語
分
析の
結
果
を
利
用
し
て 、

各
種
言
語
現
象の
抽
出
や 、
翻
訳
の
た
め
の
知
識ぺ
1

ス
の
構
築が
効
率
的
に

行
え
る
よ
う
に
なっ
て
い
る 。
こ
の
デ
ー

タベ
ー

ス
は 、
対
話
処
理 、
対
話モ

デ
ル 、
対
話シ
ス
テム
(
特に 、
自動翻訳電話)
の
研
究に
有
効
で 、
こ
の
種

の
も
の
と
し
て
は
唯一
と
のこ
と 。

....... 
，、

お
わ
り
に

平
成
田・
五
年の
数
理
的
研
究
の
動
向
を
展
望
し
て
み
た 。
筆
者
と
し
て
は

数
理
的
研
究
だ
け
で
は
な
く 、
そ
れ
に
関
連
し
た
研
究
の
動
き
も
で
き
る
だ
け

追っ
て
み
たつ
も
り
で
あ
る 。
そ
の
た
め 、
例
年の
数
理
的
研
究
の
展
望
よ
り

も
か
な
り
長い
も
の
と
なっ
た 。
将
来
的
に
は
「
電
子
化
資
料」
の
動
向
は 、

「
国
語
研
究
資
料」
の
展
望
で
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う 。

ま
た 、
「
自
然
言
語
処
理」
は 、
こ
れ
だ
け
で
も
独
立
し
て
扱
え
る
だ
け
の
内

容
的
独
立
性と
論
文
量
が
あ
る 。
国
語
学
者や
言
語
学
者が
気
づ
か
ない
う
ち

に 、
工
学
者
の
言
語
研
究が
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い
く
とい
う
状
況が 、
も
う
す

で
に
発
生
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
感
ず
る 。
過
去
の
展
望
で
「一言
語
理
論」
が
独

立
し
て
あっ
た
よ
う
に 、
「
自
然
言
語
処
理」
の
展
望
も
独
立
さ
せ
た
ほ
う
が
い

い
と
思
う 。

筆
者
の
力
不
足
の
た
め 、
当
然
取
り
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
ない
文
献
の
遺
漏

あ
るい
は 、
内
容
の
読
み
誤
り
な
ど
も
あっ
た
か
と
思
う 。
お
許
し
い
た
だ
き

，』
3
0

+h
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